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理学療法学科学科 昼 間 部

科 目 哲学 単位・時間数 2単位・30日寺閑

担当講師 井上 環 学 年 1年生 前期

資 格

実績経験

教育学博士課程

生命倫理、とりわけ医「療倫理に関わるトピックについて概説します。国』尿の場に立ち、他者の生に関わり介入を
してい〈ことには、 その場面でどのような行為が最善であるか」という倫理!的な問いがついて回ります.己の

位授置業づのけ
問いは、なにより個命別倫具体的なく'状る況のなかで都度判断されるものですが、それらの刊断を背後で支えるのは、科倫
学や判医目械指断伎術・生 理をめ 歴史的的道・現具代立的な状況の認識や知識だと言えます。この綬呼業ばれでは、そうした
理的 の手助けとなるような概念な ての獲得を、部義とともに「哲学対話」と る実践を虫ねな
がら してい吉ます。

生命倫理に関わる重要な概念や論点を踏まえながら、自身の考えを深めそれを適切に表現することができ
到達目標 る。

対話を通じた他者との協同的な探究に参加することができる.

授業形態 講 義 遠隔授業とする可能性があります

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 ガイダンス 授業の祝要・進め方・評価方法、哲学対話とは何か

2回 生命倫理学の歴史 20世紀アメリカにおける生命倫理学の展開

3回 哲学対話 [1] 日常における聞い

4回 医療倫理 医療倫理の四原則、医師一患者関係の変遷

5田 インフォームドーコンセント インフォームド・コンセントの歴史的背景と論点

6回 哲学対話 [2] 生命倫理・医療倫理における聞い

7回 終末期医療 緩和ケア・鎮静、終末期医療の諸問題

B回 老いと医療 高齢者医療の諸問題、 「老い」をめぐる問い

9回 哲学対話 [3] 生命倫理・医療倫理における聞い

10回 医療資源の配分の問題 医療資源の配分をめぐる歴史的・現代的議論

11回 開書者病者への差別と排除 障害者・病者への差別と排除の歴史

12回 哲学対話 [4] 生命倫理・医療倫理における聞い

13回 優生思想 優生学の歴史、新優生学・エンハンスメントの問題

14回 ケアの倫理・臨床哲学 キュアとケア、ケアの倫理・臨床哲学の議論

15回 哲学対話 [5] 生命倫理・医療倫理における閑い

学期末レポートでは、それまでの揖業でを行龍われた描論を陪
まえた上で、皆す吉ん自身で自由に聞い 定しそれに応答

成績評価
①各講義に対提ポす出るリアクション
ペーパーの 状況 (4個) 受講上白ルール留意点

してもら『いま 。分量は1.500-2，お000字程度を予定してい

ますづ。け 留リアクションペーパーJ よび「哲ま学す対.話ま」た担すの、位各聾. 

教科書

参考書

オフィスアワー

軍学期末レ ートの評価 60%) 置 ・ 意点については授進業内で説明し
講義のテ状ー祝マをや哲学対話修の め方については、が実あ聞の
の進行 見ながら正を行っていく場合 りま

課題やレポートに関するフィードパック

リアクションペーパーへのフィードパックは、授業内で全体に対し実施するとともに、
必要に応じてGoogleClassroomJニでの個別的な対応を行います。

書名 著書名

なし

②@「『はじめてIH会う生命倫理』
テーマで読み解く生命倫理』 ②小泉怖l則①・玉井井上真兼理生子・・今大村谷静い幸づ・み吉編田修周編著

授業前笹の休憩時間、メール・GoogleClussroomでの相観

出版社名

①@ff豊相岡宵出アJ脹Lマ



理学療法学科学科 昼 間 部

科 目 教 育 学 単位・時間数 2単位・30時間

担当講師 井上 環 学 年 1年生 前期

資格

実績経験

教育学博士課程

教育学のトピックについて概説します。対人的な営みであるリハビリには、相手に「教える」という働き

位授置業づのけ
かけが欠かせません。教育学を学ぶ乙とは、そうしたコミュニケーションのあり方を磨くことに関わって
います。同時にそれは、皆さん自身の日々の成長や学びを捉え直すととや、現も代の社哲会や文話化への理ば解れを
深めるととにもつながっています。とれらについて、との段業では講義とと に「学対」と呼 る
実践を重ねながら、共に考えていくことを目指します。

教育学に関わる重要な概念や論点在踏まえながら、自身の考えを深めそれを適切に表現することができ
到達目標 る。

対話を通じた他者との協同的な探究に参加することができる。

授業形態 講義 遠隔授業とする可能性があります

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 ガイダンス 授業の概要・進め方・評価方法、教育学を学ぶ意義、哲学対話とは何か

2回 哲学対話 [1] 日常における聞い

3回 教えるー学ぶの関係 コミュニケーションとしての教えること、学びと教え

4回 教育工学 インストフクションデザイン

5困 哲学対話 [2] 教育をめぐる聞い

日回 子ども 小さな大人としての「子ども」、 「子ども」の発見、 「子ども」の消失

7図 教育の目的 有能化・社会化・主体化

B回 哲学対話 [3] 教育をめぐる聞い

9回 特別支援教育① 障害児教育の歴史とインクルーシブ教育

10回 特別支援教育② 発達障害のある子どもの教育

11回 ジェンダーとセクシュ7tJ=rイ ジェンダーと教育の課題、セクシュアリアイと教育の課題

12回 哲学対話 [4] 教育をめぐる問い

13回 遊び 遊びと労働の関係、遊びをめぐる思想

14回 知 学校教育における知、共用財としての知識

15回 哲学対話 [5] 教育をめぐる問い

①各講義に対するリアク
学期え米レポートでは、それまでの担問業で行誼わ定れた議れ論を陪
また上で、す皆さん量自身で自il1に いを しそに応答

ションペーパーの提出状況
してもらいま . 分 は1.500一業め~J方内1おでに0凹字程し「度哲ま学すを対予.定してい成績評価

@((4学600 Z) 
畳前上のHール・留意点 ますづ.け「リアクションペーパ よぴ 話まJたの位各業

期目)末レポートの評価 贋前 ・田宜点についてはの担進 説明
器進のテーマや哲な学が対ら修話 ついては、実あ聞のす授

の行状祝を且 正を行っていく場合がりま

課題やレポートに関するフィードパック

リアクションペーパーへのフィードパックは、授業内で全体に対し実施するとともに.
必要に応じてGoogJeCJassroom上での個別的な対応を行います。

書名 著書名 出版社名

教科書 なし

参考書 講義中に適宜指示します

オフィスアワー 授業前桂の休憩時問、メール・GoogleClassroomでの相談



理学療法学科 昼間部

科 目 情報科学 単位・時間数 l単位・ 30時間

担当講師 阿部的、垣本聴、下村周平、臼杵宜 学年 1年生前期

資格
狸コた足114 5 務経験21年【病院.老健、泊所。 訪問、予防 '1'気持等}の終験を踏まえ、~例を交え広がら帥穫を行

学務学務務1総経傑終縦，験I法例験験Eこ士をど交綾2とと1144子えししF守年縄ててな問2Jil' 小学生から苅校生の"噂で"った方法を数段ずる.実績経験 回世間前院、介纏保険lJI_;!世に出わった粧献を教関する，

学士、理学療法士 理し 、が回ら拠蹄l議闘病を院行うー訪，問有担ーデイサービスなどにて拍棋を行ってきた実務経験を活か

との授揖では医学誼T1を学ぶ上での思考法と臨床推論、パーソナルコンビューターの技術を学び、学内田業と臨

怖床医実学を習で括広川できることを技目的師解とする.
は幅 い分学療野田知識と を必要とするため、学習法とIT技輔の特徴を理解する必盟がある.その知識と技

位授置業づのけ
JIJいて理 法分野を理することが求められる.

1-9回陣目はマイ今ン挫ドマ講の学義ッやプ生生前を活川田いながら思レ考ポー;Jを育作成していく.
9回身目以では、 に必彊な ト 成や文献検索、間報管理スキル、プレゼLテーンヨンスキ
ルを につけるため、 を行っていく。

-思考のメカニズムが理理-n解解Tでき、説ら突明することができる.
到達目標 -思考法の育成方法を し.自 践できるa

理学療法土学生{以 TS) に ~，!t!な、パソコンでのレポート刊成や文献検索ができるようになる。

授業形態 講義・蹴習・実習 併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 臨床推論 思考の仕組み

2回 臨床推論 思考の仕組み

3回 臨床推論 思考法の種類

4回 臨床推論 思考法の碩類

5回 臨床推論 思考1Jを育てる

6回 臨床推論 思考力を育てる

7問 臨床推論 情報の管理

8回 臨床推論 情報の管理

9回 情報処理 PTSに必要なパソコンスキルについて 日lord/Excel/PowerPo in t演習

10回 情報処理 PTSに必要な情報管理スキルについて Word/Excel/PowerPoint演習

11回 情報処理 PTSに必要なプレゼンテーションスキルについて Word/Excel/PowerPoint演習

12回 訓題発表 課題発表

13問 検索 情報、文献検索の仕方

14回 検索 情報、文献検索の仕方

15回 検察 課題発表

制各回 ノート作りを昌明とします.
み重ね学問を宜識して参を加使してください.

成績評価 課題 100% 受講上のルール田章点 9学回校目以か降は、パソコン mすしての液分習のとなりま
す. ら貸し出しも可能でが、自 パソコン
を檀mしたい人は持参してください.

課題やレポートに関するフィードパック

マインドマ述ップ関連の課題は、桂日授ま業内またはメールにてフィードパ行ックを行う。
-パソコン関の課題は、後日授業内たはメールにてフィードパックを う。

書名 著書名 出臨社名

教科書

参考m=

阿部メールで由連絡は随時可能 y-abe@nichireha.acjp 
オフィスアワー

下村メールで由連絡は随時可能 s-shimomura@nichireha.acjp 



理学療法学科 昼間部

科 目 自然科学 単位・時間数 2単位・ 30日寺問

担当講師 鈴木 忠幸 学 年 1年生

資格

実績経験

博士(理学)

授業の 1 専門科目を埋解するために必嬰な物理学の知識の習得する。
位置づけ 2 現実の場面で科学的な物の見方ができるようになること。

到達目標 力学を中心に理解する

授業形態 講義 オンデマンド授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 物理量と単位 物理学で扱う量とその特徴，単位

2回 力(1) 力の表不法、いろいろな力、力の合成法とその応用

3回 力 (2) 力の分解法とその応用、力の例(牽引、摩擦)

4回 力のモーメント(1) 力のモーメントとは、応用(1)

5回 力のモーメント (2) 力のモーメントとは、応用 (2) (重心の求め方)

6回 安定・不安定 物体が倒れる条件、安定状態の例、人体の重心

7回 てこ てこの種類と特徴

B回 生体内のてこ(1) 生体内に存在するてこ 1(頭部、肘関節部)

9回 生体内のてこ (2) 生体内に存在するてこ2(肩関節部、膝関節部、股関節部、足関節部、
様々な姿勢でのてこ)

10回 生体内のてこ (3) 背中の筋肉や腰にかかる力

11回 筋肉、滑車、輪軸 筋の収縮様式、滑車の種類と特徴、輪軸の特徴

12回 物体の運動(1) 位置と変位、速度、加速度

13回 物体の運動 (2) 運動のニ法則、仕事、仕事率(並進運動)

14回 物体の運動 (3) 仕事率(回転運動)、力学的エネルギー

15回 物体の運動 (4) 運動量と撃力

成績評価 筆記試験100% 受講上のルール・留意点 毎回課題提出にて出欠を確認 (Google ClassRooml 

課題やレポートに関するフィードパック

毎回の授業にて課題を提出

書名 著者名 出版社名

教科書 なし

参考書
PT・OTゼロからの物理学 望月久、棚橋伸雄 羊土社
PT'OT'PO身体運動の理解につなげる物理学 江原義弘、山本澄子、中川昭夫 南江堂

オフィスアワー 質問があれば教務課に連絡してください



理学療法学科 昼間部

科 日 保健体育 単位・時間数 2単位・ 30日寺問

担当講師 小平健太郎 学年 l年生 後期

資格

運動と健康に関わ方看ががへ護る医ら現療講の、迎世実臨義事動書的を検者実課指題導資施に経、必すに対描須験る先な。をして、 これまでトレーニングコーチとして運動選法手刊か業いら療一る般教法の 講理生体義焼機、に反道映して展開する@保他医療学生授活(理業か学療実績経験 控 等)部川で生理 を担

NSCA-体CS育CS学，N修SC士A-CPT， 当して 員な 書能町調置節機構について日常 らの
視点在例示し

運動の重~性は近年特に叫ばれているが、方法によっては逆効果にもなるリスクも潜んでいるため対象者

位授置業づのけ

に合わせた適切な方法を経題験則だけでなく知見として習得していくことが時]JJ)J担としても求められる。
また、自身の動作での棋 の発見や適した改善を図ることは自身の飽肢を保つためにも必要である。

講義における基礎知識の習設得だけでなく演習やグループディスカッションを1mじて、多方而から運動や動
作について考える時聞を ける。

(岳撃E動噴刊改昔前習を通じて改善のための選択手段を説明できる.
覚に制限がある場グ合の超法勤暗賞デ、巡ィ肋指導についてす体る験方を過して説明できる。

到達目標 々なトレーニンの方源 、コン ションを維持 法について説明できる
がい者スポーツの起 や内容について理き解るする
背・スポーツに関辿する課題を説明で る

授業形態 講義演習 対面と遠隔の併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 運動のリスク① 運動にまつわるリスク:内科的疾患

2回 運動のリスク② 運動にまつわるリスク 外傷、障害

3回 動作改善演習① 柔軟性・可動性改善演習①

4回 動作改善演習② 柔軟性・可動性改善演習②・①を踏まえてのグループワーク

5回 障がい者スポーツ① 障がい者スポーツの歴史、競技の理解

6回 障がい者スポーツ② 障がい者スポーツの疑似体験

7回 動作改善演習③ トレーニングフォーム、動作改善演習①:自体重での運動

8回 動作改善演習④ トレーニングフォーム、動作改善演習②.①を踏まえてのグループワーク

9回 睡眠のメカニズム 睡眠のメカニズム、心身に与える影響

10回 'iI好品の土語辞 噌好品がもたらす影響

11回 コンディショーング① ウォーミングアップの作成

12回 コンディショニング② クールダウン、リカバリーの作成

13回 アンチ・ドーピング アンチ・ドーピングへの理解

14回 スポーツ全般 スポーツについて改めて考える.スポーツの位置づけ、捉え方

15回 総合演習 運動が身体にもたらす影響についてのまとめ

レポート試験 7側、講
義内課題30%の合計100%

講総義を踏まえて運動が身体にもたらす躍響について
成績評価

で評価する。
受講上のルール・留意点 合的に考察したものを課題として出題すする。授業時間数の3分の l

講義内では授業課題に沿った課題を出題 る.
以上欠席した者には単
位を与えない。

課題やレポ トに関するフィ Fノtック

FBは全体に対して実施する

書名 著書名 出版社名

教科書

参考書

オフィスアワー 授業前後の休憩時間



理学療法学科 昼間部

科 目 人間関係学 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 阿部靖、坂本聴 学 年 l年生前期

資格 実務経験:教育機関21年 小学生から高校生の指導で培った方法を教授す

実績経験
る。 21年
理学療法土として救急病院‘クリニッ夕、地域医療に携わった経験を教授

学士、理学療法士 する。

授業の
この授業では医学教育を学ぶ上での思考法と臨床推論の基礎を学び、学内授業と臨床実習で活用で
きることを目的とする。

位置づけ 医学は幅広い分野の知識と技術を必要とするため、学習法の特徴を理解する必要がある。その知識
と技術を用いて理学療法分野を理解することが求められる。

到達目標
-思考のメカニズムが理解でき、説明することができる。
-思考法の育成方法を理解し、自ら実践できる。

授業形態 講義・演習・実習 併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 関係性の構築 関係性について、関係性を構築する

2回 関係性の構築 関係性について、関係性を構築する

3回 関係性の構築 関係性について、関係性を構築する

4回 思考法について 関係性について、関係性を構築する

5回 思考法について 関係性について、関係性を構築する

6回 思考法について 関係性について、関係性を構築する

7回 思考法について 理解力、学力の構築

8回 思考法について 理解力、学力の構築

9回 思考法について 理解力、学力の構築

10回 思考法について 理解力、学力の構築

11回 思考法について 理解力、学力の構築

12回 思考法について 理解力、学力の構築

13回 臨床推論 思考力について

14回 臨床推論 思考力の育成

15回 臨床推論 プレゼンァーション

出席40点
(1回欠席でマイナス6点)、 時間管理を徹底すること。

成績評価 グ)~ープ発表20点 受講上のJレール・留意点 体制管性理を徹底すること巴
個人発表20点 主体 を持って参加すること白
試験20点

課題やレポートに関するフィードパック

-後日授業内またはメールにてフィードパックを行う。

書名 著書名 出版社名

教科書

参考書

オフィスアワー 阿部メールでの連絡は随時可能 y-abe@nichireha.acjp 



理学療法学科 昼 間 部

科 目 解剖学 I 単位・時間数 1単位・ 30日寺問

担当講師 羽原弦史 学年 1年生 前期

資格

実績経験

獣医師・医学(博士)

位授置業づのけ 人体の構造を理解する巴

到達目標 骨格、関節、筋肉の構造を理解するとともに解剖学用語を習得する。

授業形態 講義 対商場合によってはオンデマンド

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 解剖学総論I 系統解剖学とは。組織学総論。

2回 解剖学総論11 組織学各論。骨組織と筋肉組織。

3回 骨学総論 骨と関節の構造と種類。骨の連結。

頭蓋骨構成骨と特殊構造。

脊柱。構成区分と連結。

胸郭。全体の構成。構成骨とその連結。

骨盤。特殊形態と構成。

上肢骨。上肢帯と上肢骨。

骨学各論
上肢骨。自由上肢骨の連結。筋肉付着部の形態。

手骨。特殊形態と連結。

下肢骨。下肢帯との連結。

下肢骨。自由下肢骨の連結構造。

下肢骨。自由下肢骨の連結構造。

筋肉学総論。筋肉の種類と形態

頭部の筋と支配神経

成績評価 定期試験 受講上のルール・留意点
授業時間数の3分の lを超えて欠席した者には単位を
与えない

課題やレポートに関するフィードパック

書名 著書名 出版社名

教科書 標準理学療法学作業療法学解剖学 医学書院

参考書

オフィスアワー



理学療法学科 昼 間 部

科 目 解剖学E 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 羽原弦史 学年 1年生 前期

資格

実績経験

獣医師・医学(博士)

位授置業づのけ 人体のJ，II追を耳Jl解する.

到達目標 骨格、関節、筋肉の構造を理解するとともに解剖学用語を習得する。

授業形態 講義 対面場合によってはオンデマンド

授業計画

回数 項目 講義内容

頚部の筋、作用と支配神経

胸部の筋、作用と支配神経

" 
腹部の筋、作用と支配神経

" 
背部の筋作用と支配神経

筋肉学各論 " 

14回 内臓学総論

15回 循環器系

成績評価 定期試験

上肢の筋、上肢帯の筋

上腕から前腕の筋

" 
手の筋

下肢帯の筋、下肢帯から大腿の筋

下肢の筋、下腿から足の筋

内臓の分類と構造。循環器系総論。

循環路と特殊循環。

受講上のルール・留意点
授業時間数の3分の1を超えて欠席した者には単位を
与えない

課題やレポートに関するフィードパック

書名 著書名 出版社名

教科書 標司s理学療法学作業療法学解剖学 医学書院

参考書

オフィスアワー



理学療法学科 昼 間 部

科 目 解剖j学E 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 羽原弦史 学年 1年生 後期

資格

実績経験

獣医師・医学(博士)

位授置業づのけ 人体のm造を理解する.

到達目標 骨格、関節、筋肉の構造を理解するとともに解剖学用語を習得する。

授業形態 講義 対面場合によってはオンデマンド

授業計画

回数 項目 講義内容

市
心臓の構造と機能。

循環器系各論
動脈系

静脈系

リンパ系。リンパ管とリンパ節。牌臓の構造と機能。

片i呼吸器系各論
鼻腔の構造と機能。上部気道。

気管、気管支と肺

曙
口腔内の特殊構造と咽頭

消化器系各論 消化管の構造

消化腺の構造と機能

H13 泌尿器系各論
尿路と腎臓の位置と構造

尿路の構造。尿管と勝脱、尿道。

H:i 生殖器系各論
男性生殖器の構造と機能

女性生殖器の構造と機能

Hit 内分泌系各論
体内の内分泌腺の位置と構造

内分泌腺と分泌ホルモン

成績評価 定期試験 受講上のルール・情意点
授業時間数の3分の lを趨えて欠席した者には単位を
与えない

課題やレポートに関するフィードパック

書名 著書名 111版tI名

教科書 標単理学療法学作業療法学解剖学 医学書院

参考書

オフィスアワー



理学療法学科 昼 間 部

手↓ 目 解剖学実習 単位・時間数 1単位・30時間

担当講師 外部講師 学 年 1年生 後期

資格

実績経験

位授置業づのけ 人体の基本的榊jl].機能について理解する。本講義では特に神経系 感覚器について学ぶ.

到達目標 神経系・感覚器について基本的構造と機能について説明できる。

授業形態 講義 併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 神経系総論l 神経系の組織学・神経系の肉限的区分

2回 神経系総論2 髄膜と脳室系、神経系の発生

3回 中枢神経系l 脊髄

4回 中枢神経系2 脳幹(延髄、橋、中脳)

5回 中枢神経系3 小脳

6回 中枢神経系4 大脳(1)問脳、終脳

7回 中枢神経系5 大脳 (2)大脳皮質の局在性

8回 神経路 上行性、下行性

9回 末梢神経系l 脊髄神経(頚神経叢、腕神経叢、胸神経)

10回 末梢神経系2 脊髄神経(腰神経叢、仙骨神経叢)

11回 末梢神経系3 脳神経(J-Vl)

12回 末梢神経系4 脳神経 (VI1 -XII) 

13回 末梢神経系5 自律神経系

14回 感覚器l 皮膚、視覚

15回 感覚器2 聴覚、平衡覚、味覚、嘆覚

成績評価 定期試験 受講上のルール留意点、
授業時間数の3分の 1以上欠席した者には単位を与え
ない

課題やレポ トに関するフィードパック

必要があればコメントする

書名 著書名 出版社名

教科書 標準理学療法学・作業療法学解剖学 編集野村雌 医学書院

参考書

オフィスアワー 授章前後の休憩時間



理学療法学科 昼間部

科 目 機能解剖学 I 単位・時間数 l単位・ 30時間

担当講師 村井 敦士 石垣 栄司 塩津 和人 学 年 l年生 前期

資格
村井年療摘院199勤業2年拍龍理桂、学療は法り士灸免あ教許ん取陣員助得マ 経験年数叩年許. 実績経験 10 院 、 り 萌ッサ園ージの免を取得。

理学療法士 治 問 2015年から
はり師・喪師・あん陣マッサージ指圧師

位授置業づのけ
-将来義指標、は理学基療1:法3一次士組元でとで実し挺て技え働を、くうえで、認筋し骨「格を、き理ま解すす.る主必1:型体自表は解極剖めおてよ向びいです.2~・k元停でとらえがちな解剖学を、
識1;j' を 行央う際~I:確てし 筋の起始止・走行を確認する.

2-3人。

到達目標
-講義を通して筋肉の起始・停止を埋解できるようにする。その中で3次元的に筋肉がどのように走向しているかを学
んでいく。

授業形態 講義・実習

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 総論 触察の方法と注意

2回 肩甲骨の講義・演習 肩甲骨の触察

3回 小円筋の講義・演習 小円筋の触察

4回 赫下筋の講義・演習 赫下筋の触察

5回 大円筋の講義・演習 大円筋の触察

6回 三角筋の講義・演習 三角筋後部線維の触察

7回 上腕三日間筋の拙義・日i習 上腕三頭筋長頭の触祭

8回 胸郭の講義・演習 赫突起・肋骨の触察

9回 菱形筋の講義・演習 大・小菱形筋の触察

10回 肩甲挙筋の拙韮・演習 肩甲挙筋の触察

II回 僧帽筋上部線維の触察

ト一一 僧帽筋の講義・演習

12回 僧帽筋中・下部線維の触察

13閏 大胸筋の講義・演習 大胸筋鎖骨部の触察

14回 上腕二顕筋の拙器演習 上腕二頭筋の触察

15回 jIIJ腕怖の講義国 li主習 前腕筋の触察

講義時間散の113以上白府した者には単位を与えな
し、.

成績 講デ義ニはジャージ等の動きやすい服装で出席する。
筆記試験60%、実技試験40% 受講上回ルール・留意点 ム、チ輪ノパン等で参時加計した場合は減点とする。

評価 また、指 、ピアス、 等のアクセサリーをつけ
て
いた場合も減唱とする(結姉指給は良い)。

課題やレポートに関するフィードパッ担

フィードパックは全体に実施する.

書名 著者名 出版社名

マ捕イオチュ ングアブロ チ入技門

教科書
みと麻痘に対する治療的手

高田治実 踊 1"1医 a

最新カフ リングブック 筋骨格系の解剖学 ジョセ7・E・マスコリ / 産制IB版高自治実

オフィスアワー 授業前後の休憩時間



理学療法学科 昼間部

科 目 機能解剖学E 単位・時間数 l単位・ 30時間

担当講師 村井 敦士 石垣栄司 塩津 手口人 学 年 1年生 後期

資格
村;1': 院開199拙業2年務桂理学療は15法年り先士か免許ん教取陣員助得マ 経験年数日免O年許. 実績経験 治10年療病院 後、、20 あら 務ッサ.ージの を取得.

はり師 長師・理あ学ん療陪法マ士ッサージ指圧師

位授置業づのけ
-将来指、 理学基療法3一次士組元でとで実し捉て技え働を、くうえで、 筋骨格を通き理ま解すす。る主必に要体性表は解極剖めおてよ高びい筋でのす起.2次元停でとらえがちな認解す剖学を、
骨拙棋をに 行実う際。に確認してし 始・止・走行を確 る。
義は2-3人 。

到達目標
講義を通して筋肉の起始・停止を理解できるようにする。その中で3次元的に筋肉がどのように走向しているかを学
んでいく。

授業形態 講義・実習

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 府甲骨・骨盤の講義・演習 肩甲骨・骨盤の触察

2回 骨盤・大転干の講義・演習 骨盤・大転子の触察

3回 広背筋の講義・演習 広背筋の触察

4回 腰方形筋の講義・演習 腰方形筋の触察

5回 大殿筋の講義・演習 大殿筋の触察

6回 中殿筋の講義 .wr習 中殿筋の触察

7回 梨状筋講義・演習 梨状筋の触察

B回 半腿様筋の講義・演習 半腿様筋の触察

9回 半脱椋筋の講義演習 半膜様筋の触察

10回 大腿ニ顕筋の講義・演習 大腿二頭筋の触察

11回 大腿筋膜張筋の講義・液習 大腿筋膜張筋の触察

12回 縫工筋の講義・演習 縫工筋の触察

13回 大腿直筋の講義・演習 大腿直筋の触察

14回 前腔骨筋講義・演習 前腔骨筋の触察

15回 下腿三頭筋講義・演習 下腿三頭筋の触察

講義時間数の1/3以上欠席した者には単位を与え
ない。

成績
-講デ義ニはジャージ等の動きやすい服装で出席する.

評価
筆記試験60%、実技試験40% 受講上のルール・情意点

ム、チノパン等で参加した場合は減点とす
る。

また、指輪、ピアス.時計等のアクセサリーをつ
Lナ
ていた場合も減点とする(結府指輪は且い)。

課題やレポートに関するフィードパック

フィードパックは全体に実施する。

書名 著書名 出版社名

マ痛イオチュ ングアブロチ入門

教科書
みと麻俸に対する治療的手技

両国治実 協同医書tB版社

最新カラ リングブック 筋骨格系の解剖学
ジョセ7・E・マスコリ ノ 産調出版

高田治実

オフィスアワー 授業前後の休憩時間



理学療法学科 昼間部

科 日 生理学 I 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 黒j宰 美枝子 学 年 1年生 前期

資格 生理学の研究経験と、大学において理学療法学科の生理学講義

実績経験
と生理学実習を26年間担当してきた教育経験とを活かし、わか
りやすく，しかも理学療法士の基礎知識として将来役立つ講義

大学教員 を目指したいと思います。

教科書の内容に沿って講義しますe 生理学 Iで学ぶ「神経系(神経系一般、運動、自律神経

授業の
系、感覚)Jは、生理学の他分野の消化器や泌尿器などと違いイメージしづらく、初めて生理
学を学ぶ者にとっては、理解が難しい内容も多く含まれると思います。しかし、国家試験で出

位置づけ 題される頻度が高く、また、ほかの教科との関連も深い分野となります。そのため、生理学全
体のなかで多くの時聞をこの神経系にとり、一つ一つ丁寧に解説していきたいと思います。

到達目標
人体の生理機能のうち、動物機能(神経系・筋・運動・感覚)について理解し、基礎知識を身
につける。

授業形態 講義
主に遠隔授業

(場合により対商と遠隔の併用授業)

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 総論 身体の成り立ち、生体恒常性、細胞、物質代謝

2回 神経系一般(1) 神経系の分類、ニューロンの機能(股電位)

3回 神経系一般 (2) ニューロンの機能(活動電位の発生と伝導、シナプス伝達)

4回 神経系一般 (3) ニューロンの機能(シナプス伝達の可塑性)、中枢神経機能概論

5回 筋 骨格筋の構造と働吉、筋の収縮の仕組み、筋のエネルギー供給の仕組み

6回 運動(1 ) 骨格筋の神経支配、運動単位

7回 運動 (2) 運動反射(1)

B回 運動(3 ) 運動反射 (2) 

9回 運動 (4) 運動の調節(脳幹、小脳、大脳基底核、大脳皮質)

10回 自律神経系(1) 自律神経系一般、自律神経による調節の特徴

11回 自律神経系 (2) 自律神経系の中枢、反射

12回 感覚(1) 感覚ー般、体性感覚(1)

13回 感覚 (2) 体性感覚 (2)、特殊感覚(1)

14回 感覚 (3) 特殊感覚 (2) 

15回 総復習 これまでのまとめ、定期試験について

①毎回講義の最後に課題を出し、講義時間内で実

①講義毎に実施する課題
受講上のJレー)v. 

施し、提出していただきます(授業の進み具合に

成績評価 (小テストなど) 40% 
よって変更あり)。

②定期試験 60% 
留意点 ②すべての講義終了後に定期試験を実施します。

また、授業時間数の3分の l以上欠席した者には
単位を与えることはできません。

課題やレポートに関するフィードパック

FBは講義内で全体に実施する。

教科書 生理学第3版 内固さえ・原田玲子ほか

参考書

オフイ 授車前後の休憩時間



理学療法学科 昼 間部

科 日 生理学E 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 黒海 美枝子 学 年 l年生 前期

資格 生理学の研究経験と、大学において理学療法学科の生理学講義と

実績経験
生理学実習を26年間担当してきた教育経験とを活かし、わかりや
すく，しかも理学療法士の基礎知識として将来役立つ講義を目指

大学教員 したいと思います。

教科書の内容に沿って講義します。生理学Eでは植物機能全般(血液・循環・生体の防御・呼吸・消

授業の
化と吸収・栄養代謝・体温・排他・内分泌・生殖)を学びます。生理学Eでは生理学 Iで勉強した

位置づけ
「神経系」が各機能の調節として再び出てきます。範囲が広い分l回の授業で実施する容量も多いで

す。そのため、び各終分え野まです特。に重要な点を中心に解説していきたいと思います。生理学 Iと生理学Eで
教科書l冊を学

到達目標
人体の生理機能のうち、植物機能(血液・循漂・生体の防御・呼吸・消化と吸収・栄養代謝・体温・
排池・内分泌・生殖)について理解し、基礎知識を身につける。

授業形態 講義
主に遠隔授業

(場合により対面と遠隔の併用授業)

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 血液・免疫 血液の組成と働き、血球の生成・分化、止血作用

2回 循環(1) 心血管系、心臓の構造と機能

3回 循環(2) 血液循環、循環の調節

4回 生体の防御機構 白血球の機能、自然免疫、獲得免疫

5回 呼吸 呼吸器系、ガス交換と運搬、呼吸運動とその調節

6回 消化と吸収(1) 消化管の連動、排便

7回 消化と吸収 (2) 消化液の分泌、栄養素の吸収、肝臓の働き

8回 栄養・代謝礼) 肝臓の働き、栄養素の働きと代謝(1)

9回 栄養・代謝 (2)、体温 栄養素の働きと代謝 (2)、体温調節

10回 排池 腎臓の尿生成機構、蓄尿と排尿

11回 内分泌(1) ホルモンの分類、特徴

12回 内分泌(2) 各ホルモンの種類とその働き(1)

13回 内分泌 (3) 各ホルモンの種類とその働き (2) 

14回 生殖・成長と老化 男性・女性生殖器の働き、妊娠と出産、成長と老化

15回 総復習 これまでのまとめ、定期試験について

①施毎し回講義の最後に課題を出し、講義時間内で実

①(講小義毎に実施する課題 受講上のルール・留
提出していただきます(授業の進み具合に

成績評価 4テストなど) 40% よって変更あり)。

②定期試験 60% 
意点 ②すべての講義終了後に定期試験を実施します。

また、授業時関数の3分の l以上欠席した者には
単位を与えるととはできません。

課題やレポートに関するフィードパック

FBは講義内で全体に実施します。

著名 者 菩 各

量騒版吾教科書 生理学第3版 内田さえ・原田玲子ほか

参考書

オフィスアワー 授業前後の休憩時間



理学療法学科 昼 間 部

科 目 生 理 学E 単位・時間数 l単位. 30時間

担当講師 小平健太郎 学 年 1年生 後期

資格
運動と健ら康一般に関わる現災的目、組噂経に対験して、 これまでトレーニングコーチとして巡回J
選手から の方への述動指 を税義に反映して展開する。保健医療(理学療

実績経験 11l・作業1l.ull.看護、 臨書検実者施査に必、す誠須る灸。な且生『療.柔道控世節 等}部門で生理常学生授活業を担
NSCA 体CS育CS学，N修SC土A-CPT， 当している教員が医療従事 体機能の制機綿について日 からの

視点在例示しながら講義を

少子高齢化、健康長寿は今後ますます重要になる課題である。運動が身体にもたらす好影轡は挙げられている
が、適切なものでなくては逆効果にもなってしまうリスクも持っている。運動時の反応や制節作用を応理解をする

授業の ととで適切に運動教を活用することができる.生理学 I、Eの内容をベースに運動時にみられる調節反 説明

位置づけ し、演習や動画 材も活用して解説する。

講義ならびに、演習・グループワ-'7を併用して実施する。

8⑤①環筋筋目収縮に伴うエネルギー代詩Iを説明できる、@運動発、④育に伴運発う呼吸循環系の適応を説明できる

到達目標 力発障動に影に響を与える要因について説、⑥明で迎きる 動刺激に応巳た内分泌翻節を説明できる
境が運 与える影響を説明できる 動と 達、加齢者化について説明できる
的に応じた運動処方の概要を説明できる

授業形態 講義・演習 対面と遠隔の併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 運動の必要性、体力 運動に求められているもの、体力要素の分類

2回 エネルギー供給系① 筋収縮とエネルギー供給経路

3回 エネルギー供給系② エネルギー基質の回復、運動と栄養

4回 運動と呼吸循環系 運動に伴う呼吸循環系の調節・適応

5回 運動処方① 呼吸循環、エネルギー代謝からの運動処方

6回 運動と筋力① 筋力発停に影響を与える要因

7回 運動と筋力② 運動単位、反射、脳の運動調節

8回 運動と内分泌① 運動刺激と内分泌応答

9回 運動と内分泌② 内分泌と糖代謝

10回 運動処方② 筋力トレーニングの運動処方

11困 運動と環境 高地、水中、暑熱・寒冷環境への応答

12回 運動と発育発達 発育・発達に伴う運動機能の変化

13回 運動と加齢老化 加齢・老化に伴う運動機能の変化

14回 運動処方③ 目的、対象に合わせた運動処方の立案、評価

15回 運動生理学総論 乙れまでの講義を踏まえての総合考察

試験 85喝、講義内小テスト!日

成績
の合計tOO%で許制する. 試験、小テストともに記題述式・選択式の併用で基本事

評価 授業時間散の3分の1以上主席
受講上のルール・留意点 項を踏まえたものを出 する。小テストは5回実施す

した者には単位を与えない.
る。

課題やレポ トに関するフィードパック

FBは全体に対して実施する

書名 著書名 出版社名

教科書 入門運動生理学第4版 勝目茂編著 杏林書院

参考書

オフィスアワー 授業前後の休憩時間



理学療法学科 昼間部

科 目 生理学実習 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 飯村 佳織 ふマ三4ー 年 1年生 後期

資格 生理学の研究者(専門家)としての経験と、教育機官関Eにおける非常勤
実績経験 講師としての経験を活かし、ヒトに備わった生理機 について理解が

はり師、きゅう師 深まるよう実習を行います。

生理学実習はグループ学習が基本となります。ヒトの生理機能の基本となる、血圧や心拍、心電
図、皮膚す感覚、筋電図について、安静時の状態や、どのような状況プ (刺激)によりどのような変

位授置業づのけ
動ど示 のかを実際に自身の体で測定してもらい、さらにグ;，一 内で比較することで個体差に
ついても観察しますポ。測定機器の操作を習得することや生理機能の変化を体だ験すること、さらに
実施した内容をレ ートとして文章と図でまとめることで、生理学で学ん 内容の理解をより深
めることが本実習の目的です。

到達目標 人体の生理機能についての理解を深める

授業形態 対而授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 実習のー般的解説 生理学実習における注意事項、授業の進め方の解説

2回 実習①~③の解説 実習内容の予習

43 回回 ①血圧と心拍数一1 血圧と心拍を測定し、安静時および体位変換の影響を理解する

56 回回 ②血圧と心拍数-2 血圧と心拍を測定し、運動負荷と寒冷負荷の影響を理解する

78 回回 ③IL¥電図 心電図を記録し、深呼吸や精神負荷の影響を理解する

9回
実習内容のまとめ文 実習内容をまとめる、または、グループで実習①~③についてプレゼンテー

は発表会 ションを実施する(社会状況により変更有)

10回 実習④，⑤の解説 実習内容の予習

l 1 2l 回回 ④皮膚感覚
各皮膚部位による感覚感点の測定ぽを実施し、皮膚部位による感覚点の分布の
違いや、冷却が皮庸覚に及す影響を理解する

11 43 回回
~随意運動と表面筋

筋電図を記録し、安静時や運動時の屈筋と伸筋の働きを理解する
電図

15回
生理学の講義 グループで実施した実習内容についてプレゼンテーションを実施する(社会状況に
又は発表会 より変更有)または、生理学の最新の知見について講義する。

成績評価
-各実表習レポート 90% 

毎実習ごとに各自レポートを作成し、次週の授業開

発会や 受講上のルール留意点 始時に提出していただきます。また、授業時間数の

その他の提出物 10% 3分の 1以上欠席した者には単位を与えることはで
きません。

課題やレポートに関するフィードパック

FBは講義内で全体に実施します。

書名 著書名 出版社名|

教科書 生理学実習NAVI 第2版 大橋敦子 医歯部出版 l

参考書 生理学第3版 内田さえ・原因玲子ほか 医歯3富山版

オフィスアワー 授業前後の休憩時間



理学療法学科 昼間部

科 目 運動学 I 単位・時間数 l単位・ 30時間

担当講師 塚本 奈 々 子 、 鍋 城 武 志 、 臼 杵寛 学 年 l年生 後期

資格
塚本勤実え(((実務実務実な務経務務.が経実経験経ら験務験験講を経活義22lE0l年年験年かを)))行をし 理学療法実法士として、 総合病義摘院、 訪問リハ、 デイケア、 教育機鍋関に 活かし、 例を交えながら訓期院を行、うa

実績経験 城 I 理学班士として識、、急訪を性行問 教育機関に'it勤として助

理学療法土 萌臼を杵交. 宍倒病院を交、老えな位が、通ら所訓 、う.予防事業等の経験を踏まえ、 実例

えう.

授業の 運す動抵学とは身体巡回Jの仕組常みに関勤する学問仕であり、迎動附害を治療対身畠とする理学療法土にとって、その理論的基礎をな
要な科目である。正 な運 とその 組みに関する基礎知識を につけるために、力学原理に基づく運動の記述と解

位置づけ 釈、上肢の筋骨格系の構造・機能と関節運動の関係在中心1:学習する。

到達目標 身体運筋動における運基本動構学造的分析、運動力学的分析を理解する
上肢の骨格系の を理解する

授業形態 講義・演習 併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 運動学とは 運動学とは、運動学の歴史

運動学に必要な基礎知識

9回 上肢帯と上肢の運動

H;: 肩関節の運動

Hii 肘と前腕の運動

トfii手関節の手指の運動

成績評価 筆記試験(100%)

教科書

参考書

オフイ

骨の構造と機能

骨の構造と機能

関節の構造と機能

筋の構造と機能

神経系の構造と機能

身体運動の基本

姿勢、体幹の動き

上肢帯の運動に関する骨・筋

肩関節の構造と機能

肩関節の構造と機能

肘関節の構造と機能

肘関節の構造と機能

手関節の構造と機能

手関節の構造と機能

受講上のルール・留意点 専門用請が多いため、講義で理解できない点につい
ては早めに質問に来てください。

課題やレポ トに関するフィードパック

フィードパックは全体に実施する

基礎運動学第日版

担当授業の前後

中村隆一他

坂井建雄松村識見監訳

石川朗稲村留美編集

医学書院

中山書脂



理学療法学科 昼間部

科 日 運動学E 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 塚本 奈 々 子 、 鍋 城 武 志 、 臼杵寛 学年 1年生 前期

資格 鍋揮関時臼を。杵交本域に助実え(((実実萌萌実な萌経実経験務験18年) 理学学院をし交療、療、法実法者え凋士士な他として、 総合病講義院、 訪行問リハ、 デイケア、 教育機経験年)を活か を交しえながら を う .

実績経験 務 20 国 と て講所義、、急訪を性期病院、教育蝿闘に常勤として助

経務が験経らi験をE活かし実例摘 がら 行う。
理学療法士 21年) 、通 訪問、予防事課等由経験を踏まえ、~市l

義を行う.

位授置業づのけ
運動凱学とは身体運動の仕組常みに関する学1111であり、連動障害を治療対象とする四!学政法土にとって、その理論的基礎をな
す 要造な科機能目である.正 な運動とその仕組みに関する基礎知識を身につけるために、下肢及び体幹・顕頚部の筋骨格系
の梢 ・ と関節迎動の関慌を中心に学習する.また、運動学Eでは特に歩行のメカニズムについて学習する。

到達目標 下肢及析び体に必幹・頭頭部礎の筋骨格系の基本構造を理解する
歩行分 要な基知識について理解する

授業形態 講義・演習 登校

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 下肢総論

股関節の構造と機能と運動

股関節の構造と機能と運動

股関節の構造と機能と運動

下肢の構造と機能と運動 膝関節の構造と機能と運動

膝関節の構造と機能と運動

足関節の構造と機能と運動

足関節の構造と機能と運動

9回 顔面の構造と機能 顔面の構造と機能

1l 1 02l 回回回

頚椎の構造と機能と運動

脊椎の構造と機能と運動 胸維の構造と機能と運動

腰椎の構造と機能と運動

111 435 回回回

歩行周期について

歩行について 歩行時の関節運動、筋活動

歩行時の関節運動、筋活動

成績評価 筆記試験(100%) 受講上のルール・留意点
専門用語が多いため、講義で理解できない点につい
ては早めに質問に来てください。

課題やレポ トに関するフィードパック

フィードパックは全体に実施する

書名 著書名 E騒音
教科書 基礎運動学第6版 中村隆 {由

ブロメァウス 解/運剖学動アトラス 坂井建雄松村識見監訳 医学書院
解剖学総論 器系

参考書
15レクチャ シリ ズ理学療法・作業療法テキスト 石川朗積村瑠美編集 中山書唐

運動学

オフィスアワー 質問は基本的に対面で.授業前後に声をかけてください.



理学療法学科昼間部

科 目 人間発達学 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 黒 木 光 品寸ー 年 1年生後期

資格 実務経験 20年

実績経験 理放学療桂が法デら士1イ陣として、 総閑合に病て積院極・盤的}~外科ク行リニック 老健務経訪験問リハ デ、5イ~例ケ7・
課 教育行機う に情療をってきた突 を活かし を交

理学療法士 えな 韮を . 

この授思業考では人聞の一生涯における発達を、身広体的・制神的 副実会的すな祖点からその特代徴を説明し、自身や

位授置業づのけ
他解人の や行動をi目して理解プを深める。幅 い世代で医療を 践 るために、各の迎年 での機能の特ぴ徴なを理

し、行動を実践するための ロフェッショナルな視点について解説する。乳児 動回行動を学 が

ら、人方聞の観察綿力義を同時、 i専Ui門的な技術の基礎を作る。
授業法は が80児、 習が20克である。

人幼聞の発期逮達の年射代ごとの特意徴義を幅広い視点から据え、説明することがで古る。
到達目標 乳児の反 ・反応の を理解し、説明するととができる。

運動発 の変化が著しい乳幼児期の運動発達を理解し、説明することができる園

授業形態 講義・演習 併用授業

定期試験.筆記試験 60%
小テポスト 35% 授前業では母促回出課す阻を出しますので、必ず次過の授業

成績評価 レ ート課者数題 10% 受講上のルール までに ること。

せ授欠業席ず時、し聞 の3分験の l以験上
間意点 淑習(実技)では動きやすい服装(基本は短パン、

たは試は受さ Tシャツ)の串怖をすること a

単位を与えない

課題やレポートに関するフィードパック

毎回、授業の疑問点について、確認シートを作成する。それに対するフィードパック (FB) を毎回おこなう。

書名 著書名 出版社名

教科書 イラストでわかる人開発達学 上杉雅之 医歯薬

参考書

オフィスアワー
メールでの連絡は随時
h-kuroki@nichireha.acj 



理学療法学科 昼間部

リハビリテーション医学概論 I 単位・時間数 12単位・ 30時間

草野修輔、工藤征四郎、佐々木和裕 学年 1年、前期

リハビリテーション医学概論に関する基本的知識を習得する。

リハビリテーション医学基礎知識とリハビリテーション発展の歴史・現状・課題並びにリハ
ビリテーション主要分野の概要等について知識の修得。更には、リハビリテーションと深い
関連を有する福祉・医療・保健等について知識の修得。

講義内容

回数 項 目 i持 義 内 'l'句T 

①リハビリァーションという用語の意
中世及び近世味ヨーロッパと現代のリハビリテーションとい味の変遷 う用語の意の違い

全米界リハビリァ ション協議会の定義義
l回

②リハビリテーションの定義に関主する
世保健機構 (WHO)による定

こと及びリハビリテーションの 要分 国連・障害者世界行動計画による定義

野(5分野)の各定義 我が固におけるリハビリテーション理念
リハビリテーション主要分野 (5分野)の各定義

2回 リハビリ 7ーションの国際的発展過程

世変遷界のリハビリテーションの歴史的 我が固におけるリハビリァーションの発展
3回

リハビリテーションにかかわる専門職の養成

国連・障害者世界行動計画におけるリハビリ 7ーション

障害者運動の影響

4回~ 現代におけるリハビリテーション
国際障害者年6回 ニース
障害者プランの推進と障害者基本法

社会矯祉基礎構造改革

現代におけるリハビリテーション リハビリテーションニーズ
7回 ニーズとリハビリテーションの基本

リハビリテーションの基本理念理念

8回 国際障害分類及び国際生活機能分類 国際障害分類と国際生活機能分類

インフォームドコンセント・ EBM医(根療拠安に全基づく医療)
医療チーム・クリニカルパス・

医療従び事我者として特に留意すべきこ 個人情報保護法
9回 と及 が国の医学実的リハビリテー

ションの課題と現 ユーパーサルデザイン
医学的リハビリを巡る過去・現在、医学的リハビリの課程
と現実

医学的リハビリテーション

10回~ リハビリテーションの主要分野とそ 職業的リハビリテーション

11回 のサービス体系
社会的リハビリテーション

教育的リハビリテーション

①理学療法士及び作業療法士法の概 理学療療法土や作業業療療法土の名簿・登録と秘等定密保義持義務、理
学許 法士・作 法士の名称の使用制限 免許及び免

12回
②要の概理学要療法土及び作業療法土法施行

欠格事由
理学療法土・作業除療法土の納免許等申請・名簿の登録、名簿の
訂正、登録の削 、免許返

13回 各種障害 運動障害、感覚障害、高次脳機能障害、その他

14回 代表的な疾患のリハビリ 7ーション 脳血管障害・脊髄損傷・心臓疾患等

15回 リハビリァーションに関する課程と学習 学生にリハビリの課題を与え学習結果を検証する。

定期試験は別日程にて実施

一一 、 l 筆記試験による

オフィスアワー | 授業前後の休憩時間

教科書 リハビリテーション概論(手作り最新版)・・・授業中に配布

担当

工藤

佐々木

工藤

佐々木

草野

工藤



理学療法学科 昼間部

科 目 理学療法概論 単位・時間数 1単位・30時間

担当講師 阿部 靖・他 学 年 1年生前期

資格 実務経験
経験年数

実績経験 理学療法土 総合病院・盤形デ外イ科ケクアリ・ニ教ッ育ク機・関老健・訪問リハ・ 21年

この授業では理学療法業務、理学療法士の役割を現解し、説明できるようになることを目的とする。医療・福祉持分野

位授置業づのけ
における理学療法業務を実施するために、段々なの業務の特徴を理解すること、プロフエツショナルの視点を った
めの基礎を築くことが求められる.

到達目標
理学療法業務、理学療法士の役割について理解し、説明することができる。
理学療法士の倫理観、行動規範について理解し、説明することができる.

授業形態 講義・演習・実習 併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

す 総論
理学療法の歴史について学ぶ

理学療法士の役割について学ぶ

古 情意について
理学療法に求められる倫理観、専門職の意義について学ぶ

理学療法に求められる倫理観、専門職の意義について学ぶ

晴 知識について
理学療法に求められる知識について学ぶ

理学療法に求められる知識について学ぶ

t 精神・運動について
理学療法1:求められる技能について学ぶ

理学療法に求められる技能について学ぶ

9回 社会的役割 理学療法土の社会的役割、協会の活動について学ぶ

臨床現場で必要な能力を学ぶ

臨床現場で必要な能力を学ぶ

校外実習
臨床現場で必要な能力を学ぶ

臨床現場で必要な能力を学ぶ

臨床現場で必要な能力を学ぶ

臨床現場で必要な能力を学ぶ

レポート課題 100% 受講上のJレール・留意点| 特になし。

|個…にフィ ー す る

E巣聞やレ市ート I:::~"'Q~フィードH 、ソク

書名 著書名 出版社名

教科書

参考書

オフィスアワ
メ ルでの連絡は随時
y-abe@nichireha. ac. j p 



理学療法学科 昼間部

科 目 PBLセミナー I 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 木下修塚本奈々子高橋豊 PT教員 学 年 1年生 後期

資格 義肢装療具法士として41年、 製作・適院合(判定性育期機に従関事国はしていました.
理学 士として31 、総合病 急 クリニク老健施設・特

実績経験 益・訪問・ディサー年ビス・保健所・教 世大期学)・大学院なッどに従事していまし
義理学肢療法土 (31年) た.

装具士 (41年)

PBL授業では、学生同士でのグルー活プ動ワす凶クを通して共同で問題に対し乗り越え、学生・教グ員ルがー共プ
通の目標・目的に向かつて一緒に るととを学習する。医療喜一としての心身を鍛え、

授業の に対する責任感と奉仕の精神を身に着ける。これにより将来、医療の専門職として社会に貢献する
位置づけ のに必要な専門職連携の基盤を育成する。

初年次に学び2年次に行うPBL活動へとつながる学習です。チームとして明確な目擦をもってチー
ム内でコミューヶーションを大切にして、チームワークの重要性を学習する。

チ ム内でコミュニケ ションが取れて明確な目標を定めることができる。

到達目標
チームの目標を達成するために、傾聴と主体的に行動できる。
自ら疑問をもって解決に向けてチームとともに活動できる。

授業形態 演習 対面授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回
オリエンテーション PBLに関する基礎知識の学習

2回

日旦
4回

ト一一一
5回

6回

7回

B回

9回

10回

11回

12回

13回

14回

15回

シナリオ検討

発表準備・まとめ

発表

シナリオ解説、ふりか
えり

援業内発表:50% 
課題提出 50% 

教科書

参考書

わからない百薬を調べてグループで共有

わからない言葉を調べてグループで共有

症例の全体像をイメージしつつ煽り下げて考え、学習し、討論する

症例の全体像をイメージしつつ掘り下げて考え、学習し、討論する

症例の全体像をイメージしつつ掘り下げて考え、学習し、討論する

症例の全体像をイメージしつつ招り下げて考え、学習し、討論する

症例の全体像をイメージしつつ掘り下げて考え、学習し、討論する

症例の全体像をイメージしつつ掘り下げて考え、学習し、討論する

発表に向け、内容や構成を決めてまとめる

発表に向け、内容や構成を決めてまとめる

まとめた内容を発表

まとめた内容を発表

症例について解説、演習についてよかった点や今後の課題を整理する

l 授業中は私語を謹んで授業に集中する。
受講上のJレール・留意点l

t グループワーク課題は積極的に行う.

課題やレポートに関するフィードパック

フィードパックは全体に行う。

書名 著書名

なし

オフィスアワー 授業時間以外で質問のある場合には、事前にメールで予約をしてください。
Mail: o-kinoshita@nichireha.acj 

出版社名



理学療法学科 昼間部

科 目 理学療法セミナー I 単位時間数 2単位・ 60時間

担当講師 高瀬 塚本 高林 学年 1年生通年

資格

実私:1経験 震協学を療行法土とし災て務f経E性験則を~維か持しmのリハ 訪問リハ・デイケアにて積続的に治
ってきた 活 .~例を交えながら講義を行う。

理学療法土

専グ231ル門各効各領ー域組術夜プ勉的祭のワ勉ー強なで強方なクグルの法をら滞ー中にっ入心つたプい内とにワ復容てーして習説クに勉明のつを深強で:いM方め施てき概訟て方る理，法亜を学僻んだ上で、 解剖 連動 生理を合めた基礎科目について
を深める

位授置5躍づのけ について説き明lできる，
を説明lでるE

到達目様
勉各強世方襲法、グループワークの~施方法について理解できる

の内容についてより深く理解できる

授業形態 講 義 油 田 併用授業

回数 羽目 講義内容

l巨 学胃法 学習とは

2匝 学習法 記憶

31m 学習法 メモとノート

生巨 宇宙法

5匝 学習法 kPDl法CAサイプクレイルンストーミング
う回 学習法

r回 学習法 レポート

3回 学習法 グループワークとは

3回 内部環境 ホメオスタシス

IO@ 
細制臨臨

こ柵造
構機造能

l匝 と構造

12匝 と働き 赤血球白血球 IfJl小桓

13匝 分と働吉 赤血球白血球血小岨

14匝 4 制泊

151ff 山、 レJ:.YI-f.I守

血刺液融循伝環導系
16巨 化、

17@] 呼眼

18回|呼吸 肺機能

閣曜研
ガス交換

1 21回|消化吸収 消化

122回 消化盟収 吸収

1 23回 関節とてと 各てこについて

24回
骨骨とと関関節節目の運運動動

1 25回
26回 肩甲帯

27回

羽29田回
股関節

膝関節・股関節

1 30回 体幹 脊柱

試縄験出 80% 
成制評価 物等 20% 受講上のルールー樹君点

後期はグループワークがメインとなるため他者に述
惑をかけないことを常に心がけること

る

一

庁

一

施

一:
 

ヨ
-f
 

体

一
AOz-

-J
 j
 :
 

江東園やレポートに関するフィードパック

、穿名

教科書

著l!~名 111版きi名

参考出

オフィスアワ
メルでの連絡は園時
s-takas白骨nichireha.acjp



理学療法学科 昼間部

科 目 検査測定法 I 単位・時間数 1単位・ 30 時間

担当講師 高橋豊下村周平日杵寛 学 年 1年生 後期

高橋実務経験10年介穫老人保健施段ー訪問リハビリァ ション・デイケア・デ
資格 イサービスにて勤務.実務提験を活かし.実例を交えながら揖轄を行う.

実績経験
下村 実務桂験14年(病院、通所、訪問.予防事業等]の経験を館まえ.l尾例を
交えながら楊緩を行う.

理学療法士 臼杵・実務経験21年(病院、老健、通所、訪問、予防事業など}の睦験を踏ま
え、実例を交えながら縞穫を行う.

位授置業づのけ
検す査る測定目評価の宜謡と方法を理解することを目的とし.対象者に対して適切な評価を行えるよう学習

到達目標 評価・血圧測定パイタル測定肢長周径呼吸機能検査・循環機能検査ができる

授業形態 講義・演習 対面授業

，........，、"'-

回数 項目 講義内容

リハビリテーション概念と評価

評価総論
情報収集

情報収集

ICIDHとICF
意識・脈拍・心拍

パイタルサイン
呼吸・血圧

パイタル測定実技

パイタル測定実技

肢長周径上肢

肢長周径上肢

形態測定 肢長周径下肢

肢長周径下肢

形態測定まとめ

11 45 回回 感覚検査
感覚・知覚検査

感覚・知覚検査実技

成績評価
筆記試験日似 受講上の)]，-)レ・留意

実技が行いやすい服装での参加
小テスド101 #. 

課題やレポートに関するフィードパック

全体へのフィードパックを実施するとともに、必要に応じ個別にも行う

書名 著書名 出版社名

教科書 理学療法評価学第6版補訂版 松深正/江口勝彦 金原/Jj版

参考書

高橋授業前桂及びメール(y-takahashi@nichireha.ac.jp)

オフィスアワー 下村授業前桂及びメール(s-shimomu聞@nlchlreha.ac.jp)

臼杵授業前桂及びメル(h-us山 i@nichireha.ac.jp)



理学療法学科 昼間部

科 目 検査測定法E 単位・時間数 2単位・ 45 時間

担当講師 高橋豊下村周平臼杵寛 学年 1年生 後期

高橋:実務経験10年介臨老人保恒施眠・訪問リハビ1}5" ションーデイケ7 ・デイサ
資格 ピスにて勤務.実績経駿を活かし.実例を交えながら鴎穫を行う.

実績経験
下村 実務経験14年(病院.過m.肪問、予防車集等}の経験を碕まえ、実例を交えな
がら鴫磁を行う.

浬学療法土 臼特 実務経験21年(病院.老健.通所、勧問‘予防事業など)の経検を踏まえ、実例
を交えながら鴎斑を行う.

位授置業づのけ 理学療法評価の中でも行う頻度の高い関節可動域測定、徒手筋力検査法について学ぶ

到達目標 徒関節可動力検域査測定の意定義義・目的的・方方法法を理理解解し、 実実技技 ・記録ができる
手筋 法の ・目 ・ を し、 、記録ができる

授業形態 講義・演習 対間授業

'̂ 玉噌電;1111巳"

回数 項目 講義内容

1回 関節可動域測定概要 関節可動域検査の定義・意義・目的

423 回回回

肩甲帯・周関節

上肢関節可動域検査 肘関節・前腕

手関節

5回 復習 上肢の関節可動域検査復習

67B 回回回

股関節

下股関節可動域検まま 膝関節

足関節・足部

9回 復習 下肢の関節可動域検査復留

10回 体幹関節可動域検査 頚部・胸腹部

11回 その他の関節可動域検査 顎関節・指関節など

12回 関節の変形 関節の変形について

13回 徒手筋力検査概要 徒手筋力検査法の定義意義・目的

1ll1柄7珊咽回

肩甲帯・周関節

上肢筋力検査
肩関節

肘関節

手関節・手指

股関節

股関節

下肢筋力検査 膝関節

膝関節

足関節・足日止

23回 総復習 検査実技

成績許可記 b さ
テスト10% l間上のJEル一|ム聞いや叩での参加

課題やレポートに関するフィードパック

全体へのフィードパックを実施するとともに、~，型に応じ個別にも行う

書名 著書名 出肱社名

教科書
理学療法評価学第6版補訂版 松博正/江口勝彦 金原出版

新・桂手筋力検査法原著節目版 Dale Avers他著、津山I白一他訳 協同医書

参考書

オフィスアワー
下高橘村 授業前後及びメ ル(y-takahashi也nichireha.ac.jp)

授業前後及びメール(s-shlmomu悶也nichir日ha.ac.jp)

臼杵:摂業前後且びメール(h-usukl直nichlreha.ac.jp)



理学療法学科 昼 間 部

科 目 運動療法学 I 単位・時間数 l単位・ 30時間

担当講師 吉葉則和内山結城村井敦士畠山敦 学 年 l年生 後期

古来 I 災務経験22年I!l!'f縦法土として総合病院、クリーック 純持)91を経験、教育機聞にて学生教育にかかわ
資格

村圧科向る白井等.師山山 } 実~務務組経.埋ほ殿験そ学ど経3の総140験年年後法教。。土し育免I1P9N機9静F2A習年聞{得国よで3際専り8P中任年N幅Fと目協2。し提会出て急)認勤性を定務問中セラピスト。 病院勤施務設。スポーツ盤師形クリニック等んでの経ッ砂サ岡実績経験 心とした病院で 2005{jに鍛 ・灸師・あまマ ージ指

理学療法士 を取19得85 急 病院で施設認可を2か所取得a 急性期の脳卒中・失制保田盤形外
12年 てきた.

運動療法は週!学療法の根幹となる部たに解対分剖ですある。 技術の派生9はど額多を療岐統法合に士わしのたてたるいし。くな必そみの要や線が配本あ慮.をのな再必確す要運認性動のも療閣感法とじのもてな目欲的るし. を
位授置業づのけ

思解するためには、他科目で学習し ・生理・迎!liiJ学な
また、~技を実際行うことで、相手 る行動として、里
い。

到達目標 各種運動療法の目的や効果の学習と運動療法の実践

授業形態 講義・液習 対面授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 運動療法とは 歴史など

2回 運動療法の概要 運動による身体の変化

3図 運動療法の基礎知識 リスク管理

4回 運動療法の目的

5回 関節について

6回 骨、筋について

7回 運動療法の一般原則

8回 運動療法の基礎l 関節可動域訓練

9回 演習

10回 演習

11回 運動療法の基礎2 ストレッチ

12回 演習

13回 演習

14回 運動療法の基礎3 筋力トレーニング

15回 演習

筆記格試験問先、提出物20%

成績評価 欠 結要件(綬業時間1/3以 受講上のJレール留意点 他者に対する礼儀と配慮、必要であれば補講又は実技
上の 右者には単位を与え 練習を設ける
ない

課題やレポートに関するフィードパック

講義時間内もしくは講義後に対応

書名 著書名 出版社名

教科書 運動療法学陣害~IJアプローチの理論と実際第2版 市橋則明 文光堂

参考書

オフィスアワー 担当授業の前後



学科 昼間部

科 日 運動療法学E 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 吉業則和内山結城村井敦士畠山敦 学 年 1年生 後期

古車 ~務経験22年理学縦法士として総合病院 クリーック 総持則を経験、教育機聞にて学生教育にかかわ

資格 る。

村圧科内畠井等師111111.2実取~務務得経経。験験そ叩銀経の14年年桂法験教士しIPNFA(国際PNF似協疾会出)語定務則巾セラピスト。院病で勤院施務間スポーツ獲鍛師形ク灸リニック等での経験白実績経験 を 1992年習闘でよ1り14d中任jとしてを 心とした病 o 2005年に ・ 師・あんまマッサージ指

理学療法士 1985理学ど す免でT機許き 得38 因。急助性 病院で施設認可を2か所取得.急性聞の聞本中 央制症 盛形外
12年ほ た.

位授置業づのけ 各病態の概要を踏まえた運動療法の特徴と運動療法の種煩を学習する。

到達目標 各病態を理解し基本的な運動療法を学習する。

授業形態 講義・実習 対面授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 運動療法の基礎4 バランスについて

2回 演習

3困 運動療法の基礎5 中枢性運動麻療の病態とADL

4回 演習

5回 演習

日回 演習

7回 運動療法の基礎6 変形性膝関節症の病態とADL

8回 演習

9回 演習

10回 運動療法の基礎7 パーキンソン病の病態とADL

11回 演習

12回 演習

13回 運動療法の基礎8 高齢者の特徴と運動療法

14回 高齢者の運動療法

15回 まとめ

筆記試験80%、提出物20%
他練者に対する礼儀と阻慮、必要であれば補講又は実技

成績評価 欠格のい要結) 件 (授業時間113以 受講上のルール WJ意点上 石者にはJ単位を与え
習を設ける。疾患の慨要理解のために文献の抄読

な
およびグループ発表白

融題やレポートに関するフィードパック

講義時間内もし〈は講義後に対応

害名 著書名 出版社名

教科書 運動療法学障害別アブローチの理論と実際第2版 市橋則明 文光堂

参考書

オフィスアワー 担当授業の前後



理学療法学科昼間部

科 目 日 常 生 活 活 動 学 I 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 調域武志、中村信、前林礼子、高踊盟 学年 1年生 後期

• I柄城武志実務経験20年 草性期病院教育機聞に常勤として勤措o~務経験を日かし虫例を交えながら講義を行
資格 う.

• rl

1

村講ピし信礼盟ス義、子

5

を・，主31教行例5務尖務育をう経務経機究。験経験聞え2験10なに1年2年て5が年介縫ら理誼講っ学急老た義性療経人を用法保行験土病健をう院と活施。、しか誼て特し・接.、甜病、:問1週院3倒リ間・ハを、ク交ビ甜リえリニ問なテなッがークどシらに・講ョ特勤謹ン韮務を・。・行デ老教イう帥育.ケ機・ア訪聞・問にデ常リイハ勤サと・ー尚しビ附てス者鋤にデ務てイ.勤ケ史務務ア。経-実験E務身を経活デ験実績経験 イサー
. ~有林

理学療法士 かして
-尚柄縞
を か

この授関業連すでは、 日常生活動作 (以下や煩評A歩価D(L行在I}CF・の)日炊知をI事M識学}やぶをと買肢。学い術ぶ日物の常.の見基生よ慌活学うの実をな学変習日習化や常す臨を生評床る活.価実を習こし医での理療教学患的科療者祖法団の点基にとか本反倍ら極映す見意さるつせ際とめなるの直た基るす生め本.活の自 活(QOをL)について尖理解的し、した知識を学び、返り 日常生論理的・現
に分デ知るために間冊際生活的む機自能立分度 の肢ツールとしてパーセルイ

位授置業づのけ
ンックス (B口・能 的術として介植法を学
J，。
授業方法はプリント パワーポイントを主とした講柑子義航形式で、 ICF.BI • FIMの講者義保撞には分体知や揖す点に関し前実際の行状況を実想定技して2
人以上のグル プでディスカ方ッやションを行う。* 動と杖歩行に関して患 の状態を 散るための習を う. では品
本的に2人l組で拭歩行の行い 介噛法を学ぶB

0リハビリテ ションにおけるADLの関わりを理解している 杖歩行OやICFの分類とBI• FIM 
到達目標 白隠点を行える OJI1柿子駆動・ 介護に関して相手に

説明しながら行える

授業形態 講義・慣習 対面授業

授業計画

回数 項目 講義内容

す ADLと概念
ADLの位置づけ、概念、分類

QOLと構造

明 陣がいの定義と分 陣がいの定義、 ICIDH.ICFについて

類 ICFの分類法(グルプワク)

ADL評価の目的、役割

Barthel Indexの特徴配点

ADL評{而 FIMの特徴判定基都

Barthel IndexとFIMの評制法(グルプワク)

その他の1if制法、評価の実際

IO@] 歩行補助具 歩行補助具の分類と使用方法、杖歩行の指導

11回 車楠子 車椅子の分類と使用方法、車崎子駆動の指導

12回 体験演習 杖歩行と車柑子駆動の体験演習

曙
基本動作の介助法(床上動作)

介助法 基本動作の介助法(車拍子移乗)

基本動作の介助法(歩行、階段昇降)

成績評価
筆記試験100% 受講上のルール・由意点 授突業中は私甜きをす説んで授装業に集備す中する。

技では動ゃいni を郁 る。また空いた時間は繰り遅し誼習する.

課題やレポ トに関するフィ ドパック

フィードパックは全体に行う。

l'l名 著1n名 出版社名

教科書 楳郁理学療法学 日常第生6服活活動学・生活環境学 鶴見隆正、陸島研吾編集 医学l'l院

参考書 日常生活活動節2版 千住秀明監修 神陵文庫

オフィスアワー 担当授業の前桂



理学療法学科 昼間部

科 日 臨床見学実習 単位・時間数 l単位・ 45時間

担当講師 理学療法学科教員 学 年 1年生通年

資格

実績経験 総合病院(急性期・回復期) ・クリニック・老健施設・特養・訪問・ディサーピ

理学療法士
ス 保健所・教育機関などに従事しています。

病院や診療所、介鵠施設で見学実習を実施する 医療機関・介護施設における理学療法士の役割や仕事の内容，

授業の
関連職種との連携、チーム医療への題解を学習する 基礎知識の確認や実技演習などを中心に行う.

位置づけ
-臨床現場の理学療法土の役割、具体的な仕事内容を説明できる.
-医療・介鑓・福祉現場で働く専門職としての心構えを理解し説明できる。
-見学実習をとして、今後の基礎学習に取り組むべきかを明確にし説明できる。

理学療法土の仕事内容について理解し説明できる
到達目標 リハビリテーションの考え方がどのように医療現場や介護福祉施設で実践されているのか理解できる.

授業形態 実習

授業計画

i 実習内容
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臨床実習指導者の評而
および担当教員の評価、
提出物・レポート

実習施設での遅刻・早退・欠席11認めない。
実習指導者に対し、報告・連絡・相談は必ず行う。

受講上のJレール・留意点|感染対策に対して、施設の規則に準じて行動する。

課題やレポートに関するフィードバック

実習終了後に、教員よりフォローアップを実施する。

書名 者書名 出版社名

教科書

参考書

オフィスアワー 実習担当教員・担任と連絡を取る



理学療法学科昼間部 2年 (令和2年改定教育課程)

分野 科目 講師名 ページ
分担

心理学 橋本景子 ...... . 30 野健

解剖N 外部講師/PT教員 ...... . 31 
運動生理学 高林礼子、高瀬慎輔、塚本奈々子 ...... . 32 
運動学実習 松岡良幸、阿部靖 ...... . 33 
生涯発達概論 黒木 光 ...... . 34 

専 病理学概論 プルカット・アルミフ ...... . 35 
F可

臨床IL'、理学基 橋本景子 ...... . 36 
礎 内科学・老年学 I 佐久間肇 ...... . 37 
分

内科学・老年学E 佐久間肇 38 野
...... . 

整形外科学 I 井上肇 ...... . 39 
整形外科学E 井上肇 ...... . 40 
神経内科学 田口丈 士 ...... . 41 
小児科学 川上康彦、他 ...... . 42 
理学療法セミナ E 高瀬慎輔、塚本奈々子、高林礼子 ...... . 43 
専門基礎医学演習 I 阿部靖、坂本聴 ...... . 44 
検査測定法ill(反射・中枢] 佐藤和世、鈴木雅男、塚本奈々子 -・・・... 45 
検査測定法N(整形・動作] 土手延恭 ...... . 46 
PBLセミナ-11 木下修、塚本奈々子、高橋堂、 PT教員 ...... . 47 
物理療法学 I 篠田 良平、高林礼子 ...... . 48 
日常生活活動学E 鍋城武志、中村信、高林礼子、高橋豊 -・・・... 49 
疾患別理学療法学 I-A 木下修、土手延恭、塚本奈々子 ...... . 50 

専
疾患別理学療法学 I-B 木下修、土手延恭、高橋豊F可 ...... . 51 

分 疾患、別理学療法II-A 佐藤 和世 ...... . 52 
野

疾患別理学療法II-B 臼杵寛、中村信 53 ...... . 

疾患別理学療法ill-A 塚 本奈々子、高林礼子 ...... . 54 
疾患別理学療法ill-B 塚 本奈々子、佐藤和世 ...... . 55 
疾患別理学療法N-A 鍋城武志、塩津和人 ...... . 56 
疾患別理学療法N-B 高i頼 慎 輔 、 塩 津 和 人 ...... . 57 
理学療法技術論 1(関節] 橋本悠太 ...... . 58 
理学療法技術論N (PNFl 水口健一 ...... . 59 
臨床見学実習E 理学療法学科教員 ...... . 60 



理学療法学科昼間前

科 目 心理学 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 橋本 景子 学 年 2年生 前期

資格 カウンセラーとして33年'L'、問、これまでのぺ2万桂人を超えるカウン学セ校リングを行っ
てきたo 2000年ピカ臨床 理士資格グを取れ時。その はscとして、き中 や尚校、専l 

実績経験 門学校、考大学等で ウンセリン とそ に行閲する講義を行って たので、士人会の心

臨床IL'理士
について え、事倒を元に実践的な講義を っていく。 l三重県臨床心理
元会長)

位授置業づのけ
な今こ心後と心理で学理す学の分カ野ズをム学ぶために必要な心理学関慌的思にお考法、 世及接びZ基E響礎知を与識を身につけることを目的と実すはる.様々

?メニーは対人 いて … ーがー

到達目標
心理学の基礎を学ぶことで、人の心の成り立ちを理解するとともに、価値観の逃いも認められるようにな
る。

授業形態 講義 遠隔授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 知覚と認知の心理① 知覚特性/人は心で物を見る

2回 知覚と認知の心理② 認知プロセス

3回 感情と情緒の心理 「感情」というものについて考える

4回 欲求と動機の心理 生理的欲求と心理的欲求

5回 学習と記憶の心理① 学習のメカニズム

日回 学習と記憶の心理② 記憶のプロセス

7回 性格と知覚の心理① 性格についての心理学的アプローチ

8回 性格と知覚の心理② 「知能」についてディスカッションを通して考える

9回 無意識と臨床心理① フロイト、アドラ一、ユング

10回 無意識と臨床心理② 代表的なd心理療法

11回 発達と成長の心理① 誕生から学童期まで

12回 発達と成長の心理② 思考の発達と青年期以降

13回 対人と社会の心理 対人関係の持ち方等自分自身を振り返る/学習性無力感はどこから生じるのか | 

14回 PTSDと多重人格① 解離性同ー性障害/DVD視聴

15回 PTSDと多重J、格② 人の心の不思議について考える

日頃からcriticalthinkingで物を見聞きする癖を
つかけてください.心理学を学ぶといかに騎されてい

成績評価 試験日側、発表や質問等201畳誹上のHール・留意点 る 、ずあばだ昨るでさいは。講自分義の価値観で物を見ているかに気
っくは す。 中、そういう気づきがあれば
(例え 日のニュースを見てとか)どんどんす発.表
して〈 い。これが心理を理解する近道で

課題やレポートに関するフィードパック

FBは全体に実施する

書名 著書名 出版社名

教科書 イラストレート 心理学入門3 膏藤男 誠心書房

参考書 日々の生活の中にあります.

オフィスアワー 理学療法学科の教員を通して連絡をしてください。



理学療法学科 昼間部

科 目 解剖学N 単位・時間数 l単位・ 30時間

担当講師 外部講師/PT教員 示寸品4ユLー 年 2年生及び3年生

実績経験
資格 | 大学医学部、歯学部の解剖学講鹿の教員

本授業は大学医学部、歯学部のご協力のもと、 「骨格系・筋び肉系・神経系J標を中心とした人体の基本構造を
学び、三次元的に理解し、医の倫理、生命の尊厳を自ら学 とることを目 としている。

授業の 今まで学習した解剖学、生理学について、復習してお〈こと。
位置づけ

大学施設にて「講義J r実習Jを行う。

到達目標
1.人体の構造と機能について、基本構造を説明することができる。
2.医療従事者を目指す者として、医の倫理を理解し、生命を尊厳を尊厳することができる。

授業形態 講義・演習・実習 対面授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 解音IJ見学実習① 「骨格系・筋肉系」の構造について

2回 解剖見学実習② 「神経系」の構造について

3回 事前学習 骨格、関節と靭帯

4回 事前学習 骨格、関節と靭帯

5回 事前学習 筋系

6回 事前学習 筋系

7回 事前学習 神経系

8回 事前学習 神経系

9回 事前学習 内臓系

10囲 医の倫理① 医の倫理について

11回 医の倫理② 生命の尊厳について

12回 解剖見学実習③ 骨格、関節と靭帯

13回 解剖l見学実習④ 筋系

14回 解剖見学実習⑤ 神経系

15回 解剖見学実習⑥ 内臓系

成績評価| レポート課題100%
実習に臨むにあたり、礼節を保ち、医療従事者を目

受講上のルール・留意点| 指す者として態度に十分気をつけること園

課題やレボ トに関するフィ ド/可ック

レポート課題について、フィードパックは全体に実施する。

書名 著書名 出版社名

教科書 授業で使用した解剖学、生理学等の教科書

参考書 授業で使用した解剖学、生理学等の教科書

オフィスアワー 担当授業の前後



理学療法学科昼間部

科 目 運 動 生 理 学 単位・時間数 l単位・ 30時間

担当講師 高林、高i頼、塚本 学 年 2年生前期

資格
高林.実務経験25年間(病院、、特盤、適所、訪問等)の経験を踏まえて論議を行

実績経験 つ。

理学療法土

運動生理学は主に運動に対する生理反応を理解する学問である。

位授置業づのけ
健常者の運動1:対する生理反応を中心に学習し、理解することで今後のリスク管理等につなげる目的で学習
する。

-健常者の体内で起こる反応などについて理解で古る

到達目標
生理学的理解からリスク管理へとつなげる思考を説明できる
運動による呼吸・循環・代謝などの変化について説明できる

授業形態 講義・演習 併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 筋収縮とエネルギー供給高 骨格筋の構造、 ATP供給経路

2回 筋線維の租額とその特徴 収縮様式、筋張力と長さ

3回 筋収縮での神経の役割 運動性皮質と錘体路、運動単位など

4回 換気の運動生理学 呼吸中枢と呼吸調節、換気メカークス

5回 ガス交換の運動生理学 ガス交換、運動時の呼吸循環応答

6回 循環の仕組みと働き 循環系の構造、心周期

7回 循環器系と運動 重力に対する循環反応、起立性低血圧

B回 関節の運動生理学 関節の運動生理

9回 体温の運動生理学 体温と体熱のバランス 体温調整

10回 内分泌と運動 運動時のホルモン調節

11回 身体組成と肥満 身体組成モデルとその異常

12回 代謝疾患と運動 生活習慣病とは、運動の効果

13回 トレーニングの効果 体力とは、トレ ーングの3大要素

14回 骨粗怒症と運動 骨粗懸症の背景、運動の効果

15回 加齢と運動 サルコベニア フレイルなど

成績評価
グループワーク 10見

理解が必要な教科のため、しっかり授業に取り組むこ
小テスト lO% 受講上回)1ール・留意点
筆記試験80% と。

課題やレポートに関するフィードパック

毎回、授業の疑問点について、確認シートを作成する。それに対するフィードパック CFB)を毎回おとなう。

書名 著書名 出版社名

教科書 生理学、運動学の教科書

参考書 リハビリテーション運動生理学、入門運動生理学 監修玉木彰、勝田茂編著
MEDICALVI 

EW 

メーJレでの連絡は随時

オフィスアワー
r-takabayashi@nichireha.acJp 
s-takase@nichireha.acjp 
n-tsukamoto@nichireha.acJp 



理学療法学科 昼間部

科 目 運動学実習 単位・時間数 1単位・ 45時間

担当制師 松岡 良幸、阿部靖 学年 2年 生 挫 期

資格
総合病院、訪問リハビリ、 1ill所リハビリ勤務経験を活かし、その経験を授業

実品"経験
の取り入れていく

理学療法士

位授置業づのけ なIヒCFかトのでの分特も類基徴に本を基脳的づ機動き作能動能作(的力を動に考つ含察いむ寸) 身体機能I町から分析できる力を主主う。
でミてき分る析思で考き力るを力挫をう養.う.

到達目標 講義のもと学生間の棋擬実習を通じて患者の動作を理解していく

授業J~態 講義及び実技 対而授業

授業計画

回数 項目 講義内容

けt臨床動作分析総論 イントロダクション

~ 回回 運動学習 運動制御理論と巡回J学習理論

5回 正常勤l1' 基本動刊の概要

678 回回回

動作分析の特徴

動作分析の進め方と展開 問題解決と意思決定

般論過程

臥位

説返り動作

起き上り動作

動作分評{析日の実際(目視に
よる ) 

出位

立上り動作

立位

歩行

寝返り動作

起き上がり動作

動作ズ分析実ji'f.イ習田 (動作メカ
ニムの ) 

立ち上がり動作

歩行

成制評価 レポ ト他
畳批上のJレール・ 控車時間数の3分の lを超えて欠席した者には単位を与えない

間意点

課題やレポートに関するフィ ドパック

j!t 著書 11¥臨ネi名

教科書 パイオメ動カ作ニ分ク8ス7に由基席づ括く!I臨l拙床座推ー論の実践 石1¥ 偵ー郎
3阻D¥CAL
VIEW 

参考書

オフィスアワー 揖集前後の休趨時間



理学療法学科昼間部

科 目 生涯発達概論 単位・時間数 l単位・ B時間

担当講師 黒 木 光 学年 2年生後期

資格 実萌学経験 20年
理 療後法デ士イとして、総合病積院極目抜形訪に外治問科療をクリニック・者他・訪問リハ・デ、イ実ケア・

実績経験 放融 機関にて 的 をってきた実務経験を活かし 倒を交
えながら論義-教を行育う。小児領行域っは 問 中行心に地域で活動している。尭違運動を

理学療法士 ベースにした評価、情療を ている。

l年次技法に学演分んだ人開発達学技をベースに、この授業では運動発遣をより深〈理解し、観察力をつけるために講

義と実療 習で説明・実 指導すプJする.
型 野で 動を察ること(視覚での把握と解釈の両方)は仕上の基本となる。この授では

位授置業づのけ 運学動発遣を探〈は理述解し、観観察 を向上させることで、小児以外の分野でも事応用できるようにすること業も目標

に置器いている。
milii30見、実技演習 70児

各専門領域の知識を学び、その内容を説明できるようになる。
到達目標 各自分身野に体関心を持臨床ち、実調例べて、思考できるようになる。

らの験や の を通して、幅広い情報取jj;力と人間観察力を身につけることができる。

授業形態 講義演習 併用授業

動装装きやすい服だ装(半袖、短パン)体、観察しやすい服
授業業課題 100% を用意〈 さい.ジーパンや の線が見にくい服

成績評価 授 時間数者の3分験の1以上 受講上のルール・留意点
は控えてください。

欠席ずした は試は受験さ お互いの身体敬意を利を用しながら学習をおこないますの
せ 、単位を与えない で、 Eいに もって抜習をおこないましょう。

課題やレポートに関するフィードパック

毎回、授業で学んだとと、調べたいこと、疑問点などについて、授業振り返りシートを使って記入いただきます。内容は
フィードパックしますので、必ず提出をしてください。

書名 著書名 出版社名

教科書 指定なし

参考書 イラストでわかる人開発達学 上杉雅之 医歯諜

オフィスアワー
メ-}レでの連絡は随時
h-kuroki@nichireh白.acjp



理学療法学科 昼間部

科 目 病理学概論 単位・時間数 2単位・ 30時間

担当講師 プJレカット アJレミラ 学年 2年生桂期

資格

実組経験 大ど学を交病院えなながどでら税行務ってを行きたう病。理検査経験を生かし、実例と国家試験問題の解説な

医師

位授置業づのけ
瀦i2iE軽燃量2崎!芸山i7B筆山Z叩頭車区き謹や擦臨乍!点策枇出酌2ヒ協て仙ぬの諮認何続冊持開出世ぷze相曲

到達目標 321)))他進疾行血の講に・退座聞行でわ性学るぷ病病変理疾学血!代的と本謝周陣簡鵠陛容を、理の知簡解識環し附、答正，し炎迫〈性症控，え眠る噸fio，>11惨などの淡群を総論的に説明できる.

との聞 を且出し説明できる.

授諜形態 講義 述隔授諜

授業計画

回数 項目

l回 病理学の慨嬰病因論

2回 退行ー進行性病変

3回 代謝異常

4回 術開附容①

5団
循環附省@

6回
炎症感染症

7回 阻栃①

8回 回煽②

9回 先天異常、脊形

10回 簡環器:D

11回 循環器②呼吸器①

12回 呼吸器②

13回 神経系①

14回 神経系②運動器①

15回 運動冊② 全体笹習

講義内容

病理学の概念ついて理解する、疾病の外国・内田を耳解する

査生、聾縮、淡死、アポト シス、肥大、過形成、化生、典型性及び再生などの概念を
学ぷ

生命を維持するための代謝及び代謝異常により引き起こされる病臨について学ぷ

体掘現の基礎、同所循環附告の病悶・病揖について理解する

全身循環の病囚・病瞳について理解する。炎症の経過と生体の反応を理解する

感染拡の成り立ち及び感染症を引き起こす上血病原体ついて理解する

皿機の特徴、命名と分額 形曲、括性阻溺の進国形式を学ぷ

進行度、先生師団と尭がんメカニズムを学ぷ

遺伝性疾患、染色体見1jiと奇形の基礎を学ぷ

心臓の疾血を学ぷ

血官の疾患を学ぶ， 上司近、怖に且られるー却の疾屈について学ぷ，

肺、胸膜に見られる疾忠、胆衡を学ぷ

脳血管陣容、中祖神経系の感染底脱髄疾血などの病理学変也を学ぶ

主裂な神経蛮性疾血の病理学蛮化を学ぶ; 骨 飲骨に且られるの疾血について学ぷ;

岡町町肉の疾患について学ぷ

成績評価 長意摺
• 
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-定期試験はm記試験を行う
不合格者対象に再試験を行う

・定期試験範囲を授業中に重要とされる内容や配布
される蹴習問題等とする

也竺
課題やレポートに聞するフィ ドパック

授業前後の休職時間に対応します。
p-almira@Sもu.nichirc同.8CJP



理学療法学科昼間部

科 目 臨床心理学 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 橋本 景子 学 年 2年生 前期

資格 カウシセラーとして33年間、これまでのベ2万人を超えるカウンセリングを行つ
てきた。 2000年に臨床心理士資格を取得。その後はscとして、中学校や高校、専

実績経験 門学校、大学等でカウンセリングとそれに関する講義を行ってきたので、人の心

臨床，心理士
について考え、事例を元に実践的な講義を行っていく。(三重県臨床心理士会・元
会長)

私たちの心のしくみについて、臨床心理学の立場から"心"というものを捉えていく。そうすること
で作業療法士として利用者に関わる時あ山一人の大人以人に関わる時人間理解に通じる|

位授置業づのけ ¢②⑤包⑤だ鴻げス心ζ bではなく 自分自ぜ酬闘方にも変化が生じでくるの病・心の傷はな 起きるのかを理解する
トレスから起きる様々な症状についてその概略を知る
理療法に関する著名な人物のアブローチを知る
々な心理療法についてその概略を知る

到達目標
の授業を通して、自分を振り返るきっかけとする

授業形態 講義 遠隔授業 (ZOOMl

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 臨床心理学とは 臨床心理学とは? カウンセリングと相談の違い

2回 異常d心理学 何を異常と見なすか DSMと ICDについて

3回 d心理アセスメント 面接法、観察法、検査法などについて

4回 心理療法 心理療法とは何か

5回 精神分析 フロイトの精神分析について学ぶ

6回 精神分析からの考え方 精神分析からの広がり

7回 クライエント中心療法 カウンセリングの基礎となっているロジャーズの来談者中心療法

B回 学習理論と行動療法 古典的条件づけ、道具的条件づけ等

9回 精神疾患 現代社会で多い精神疾患について学ぶ

10回 現代の病 多重人格 ビデオ視聴 「現代の病Jを知る

11回
話接、加岨嗣ζ 路 却f丁閤間

現在よく使われている認知行動療法について学ぶ

12回 ノ行J可Lノ./1:::リ/'lV)畏隙 DVDから学.iMDVD視聴

13回 dノJvソ/てリノツ υJ畏~" DVDから「カウンセリングJというものを理解する/ディスカッションと質問

14回
命刀ソ./1:::リノジ V)売開 DVDから絵画療法と箱庭療法の見方を学ぶ

Ll5回 まとめと振り返り 心理療法のプロセスとまとめ

人は自分で言葉を発し、それを自分の耳で聞いて初

試験80%，発表や質問等20% 受講上のルール・留意点
めて自分の思いを本当に理解することができます。

成績評価 講義を止めても構いませんので、ぜひあなたの頭に
浮かんできたことを言葉にしてみてください。

課題やレポートに関するフィードパック

FBは全体に実施する

書名 著書名 出版社名

教科書 第2版 『専門職のための臨床心理学基礎』 橋本和幸
ムイスリ出

眠

参考書 ドラマなどから学ぶのが一番だと思っています。

オフィスアワー 理学療法学科の教員を過して連絡をして〈ださい。



理学療法学科 昼間部

科 目 内科学・老年学 I 単位・時間数 2単位 30時間

担当講師 佐久間 肇 学 年 2年生 前期

資格

実績経験
総合内科専門医、神経内科専門医、リハビリ科専門医として臨床経験
を積んできた。臨床での実例経験も紹介しながら講義を行う。

医師

リハビリテーションの対象のなる患者は内部障害者の他に、多数の内科系疾患を合併している息
授業の 者さんが多く、内科系疾患の理解がないと適切なリハビリテーションが実施できないととや、現

位置づけ 在のチーム医療という観点からも内科系疾患の理解が必要である。内科学全般にわたり、病態、
症候、検査、治療について主にスライド利用した講義、国試過去聞を利用して理解を深める。

到達目標 主要な内科疾患の病態、症候、検査、治療について理解し、説明できる。

授業形態 講義 「対面授業」もしくは「遠隔授業」

授業計画

回数 講義内容

1困 内科学総論 1 診察の流れ、身体診察法、疾病の要因、障害に対する細胞の反応

2回 内科学総論2 内科疾患の症候1(発熱、動停、咳・疲、呼吸困難、胸痛と腹痛など)

3回 内科学総論3 内科疾患の症候2(脱水、浮服、胸水、腹水など)

4回 内科学総論4 尿・便・血液、生理機能検査、函像検査

5回 循環器総論 心血管系の解剖と生理、主な症候、診断法

6回 循環器各論 I 両血圧、低血圧、虚血性心疾患(狭心症、心筋梗塞)、心筋疾患

7回 循環器各論E 弁膜症、先天性心疾患、心不全

8回 循環器各論E 不整脈、肺性心、大動脈疾患、末梢血管疾患

9回 呼吸器総論 肺の解剖と生理、症候と病態生理、臨床検査所見

10回 呼吸器各論 I 感染性肺疾患、慢性閉塞性肺疾患、びまん性汎細気管支炎、 LAlI、気管支目指息

11回 呼吸器各論E サルコイドーシス、ウェゲナー肉芽腫症、拘束性肺疾患、肺腫湯、肺循環障害

12回 呼吸器各論m 胸膜の疾患、横隔膜の疾患、呼吸異常、呼吸不全、呼吸リハビリァーション

13回 消化器総論 解剖と生理、症候と病態生理、検査法

14回 消化器各論 I 口腔疾患、食道疾患、胃・十二指腸疾患

15回 消化器各論E 小腸疾患、大腸疾患、』工門疾患

国家試験に準じた形式の
受講上のルール・留

成績評価 試験および提出課題で評
意点

私語を控えること
価する。

課題やレポートに関するフィードバック

課題提出後の授業で解説する。

書名 著書名 出版社名

教科書

参考書

オフィスアワー 授業時間前後で質問に応じます。



理学療法学科 昼間部

科 目 内科学・老年学E 単位・時間数 2単位 30時間

担当講師 佐久間 肇 学年 2年生 後期

資格
総合積内科専門医、神経内科専門医、リハビリ科専門医として臨床経

実績経験
験を んできた。臨床での実例経験も紹介しながら講義を行う。

医師

位授置業づのけ

リハビリテーション内のの科理対解象系疾がのなる患者は内部障害者の他に、多数の内科系疾患を合併している患者さん
が多く、観内科系疾患 ないと適切なリハビリテーションが実施できないことや、現在のチーム医
療という 点からも 患の理解が必過要去である。内科学全般にわたり、病強、症候、検査、治療に
ついて主にスライド利用した講義、園試 聞を利用して理解を深める。

到達目標 主要な内科疾患の病態、症候、検査、治療について理解し、説明できる。

授業形態 講義 「対面授業Jもしくは「遠隔授業」

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 肝胆伴疾患総論 肝胆隣腹膜の解剖と生理、検査法他

2回 肝胆伴疾患各論 肝胆疾患各論、勝疾患各論、腹膜疾患各論

3回 血液・造血器疾患総論 血液の成分と生理、造血と血液細胞の分化、症候、検査法

4回 血液疾患各論 I 赤血球系の疾患、白血球系の疾患

5回 血液疾患各論E リンパ性細網内皮系の疾患、 M蛋白血症、出血性疾患、血栓性疾患

6回 代謝性疾患総論 代謝とは、栄養素とエネルギー、糖質、脂質、蛋白質、ビタミン、無機質

7回 代謝性疾患各論 糖尿病、インスリノーマ、脂質異常症、メタボリツクシンドローム他

8回 内分泌疾患総論 内分泌総論、内分泌腺とホルモンの解剖、検査法

9回 内分泌疾患各論 視床下部疾患、下垂体疾患、甲状腺疾患、田l甲状腺疾患、高IJ腎疾患

10回 腎・泌尿器疾患総論 腎の解剖と生理、症候と病態生理、検査法

11回 特・臨尿器疾車各論I 腎不全、糸球体疾患、尿細管疾患、

12回 腎・泌尿器疾血各論E 尿路系疾患、前立腺疾患、電解質代謝の異常

13回 脚原病・アルルギー疾忠・免疫不全総論
免疫とは、免疫担当細胞、免疫グロプリン、体液性免疫、細胞性免疫、ア
レルギー

14回
勝原病・アルルギ疾患・免疫 SLE、SSc、多発性筋炎/皮膚筋炎、 MCTD
不全各論 I

15回
勝原病・アルルギ疾患・免疫 RA、SJS、ベーチェット病、多発性血管炎
不全各論E

国家試験に準じた形式の試験お |畳誠上のルール・間意点| 私語を控えること
よび提出課題で評価する。

課題やレポートに関するフィードパック

課題提出後の授業で解説する。

書名 著書名 出版社名

教科書

参考書

オフィスアワー 授業時間前後で質問に応じます。



理学療法学科 昼間部

科 日 整形外科学 I 単位・時間数 2単位 30時間

担当講師 井上 肇 学 年 2年生 前期

資格

欝器護者指ii麗:25雲母?実績経験

医師 の には院長
の について

②①〈覚勉もし整形外識科医が存在しなかったら?

位授置業づのけ

えた知 を 」する訓練・それにより欠落のない整理された知識を身につけ、応用の効
学法の勧め。常「③表識化にリハビリパカになり他業種から軽蔑されぬよう医学の基礎知識・社会音痴に

ならぬよう一般 も触れる

到達目標
①の講場義ごとに毎回「覚えるべき事項や語句」を提示。②わからない場合は「その場で質問J 「そ

で解決J r決して先延ばししない」

授業形態 講義・発表 対面が主ですが、状況によって「遠隔」

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 始めに もし整形外科医がいなければ世の中はどうなるだろうか?診断とは

2回 診断学治療学① 診断の目的とプロセス

3回 治療学② 診断の目的とプロセス

4回 手術療法 診断の目的とプロセス

5回 各論 軟部組織損傷

6回 各論 骨関節損傷 I

7回 各論 骨関節損傷E

8回 各論 肩関節

9回 各論 肘関節

10回 各論 手関節と手指

11回 各論 股関節 I

12回 各論 股関節E

13回 各論 膝関節 I

14回 各論 膝関節E

15回 定期試験 総まとめまたは中間試験

①定期試験の前に中間試験をおとなう.目的は考
えるカを養成するため記述問題形式であり、 5択問

題形式で験は行はわない.

成績評価 定期試験 受講上のルール留意点 ②定期試 は選択問③題を与形授式で行う。レポート 発
表などは行わない。 業時間数の 3分の l以上
欠席業した者には単位 えない。
授 時間数の 3分の l以上欠席した者には単位を
与えない

課題やレポ トに関するフィ ドノtック

フィードパックは適宜実施

書名 著書名 出版社名

教科書 整形外科ァキスト 高橋邦康・芳賀信彦 南江堂

参考書

オフィスアワー 不明単語はその都度質問すること



理学療法学科 昼間部

科 目 整形外科学E 単位・時間数 2単位 30時間

担当講師 井上 肇 学 年 2年生 後期

資格
盤路教歩路形加加育ん外国病でに科際世院き病事専でたU院門リZCハ医でAE都の費ビ長立にリ年大テよにわたる瞳]診外科お院(Yア(初oよ19rメびの7k6リ年リリBカハハ)oでs③tピビoはnリリ日国の罰本テ立聖lー輔の路リ実所のリハ加務立ハをセグ経住立ビルン験者案リターi創と・ープω世世し病)都て立記，院立医か(⑤1を大師9ら7聖訪塚2リ・年路問病時ハ)加、院出と.病未共、土聖院来型のに

実績経験 でた竣fFU工リりEハ時方A 塚ー摘シ院ョでシ科は都を立誼病立
医師

費 る2度の欧米国学
の新病院 に院長名として NClI"

の医時の について代意見交換。

①②覚もし整形外科医が存在しなかったら?
授業の えた知識を。般「③表常イ識リじ」する訓練・それにより欠落のない整理された知識を身につけ、応用の効

位置づけ く勉学法の勧め ハピリパカになり他職種から馬鹿にされぬよう医学の基礎知識・社会音痴
にならぬようー にも触れる

到達目標 ①の講場義ごとに毎回「覚えるべき事項や語句」を提示。②わからない場合は「その場で質問」 「そ
で解決J r決して先延ばししない」

授業形態 講義 対面が主ですが、状況によって「遠隔」

」

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 各論 足関節と足・脊椎 解剖と生理

2回 各論 脊椎・脊髄 外傷と疾患

3回 各論 頚椎、胸郭出口症候群

4回 各論 腰椎

5回 各論 骨盤、慢性関節疾患と関節リウマチ

6回 各論 慢性関節疾患

7回 各論 関節リウマチ、感染症

B回 各論 代謝・内分泌疾患、骨系統疾患、骨軟部腫揚

9回 各論 神経疾患 I

10回 各論 神経疾患E

11回 各論 骨壊死、骨端症、四肢循環障害

12回 各論 慢性疹痛、スポーツ整形、障害者整形

13回 予備 グループ発表等

14回 予備 総まとめ

15回 定期試験 総まとめまたは中間試験

¢定期試験の前に中間試験をおとなう。回的

は考え5期択試る問験力題をは形養選式成択です問は題る行た形わめ式な記でい述行。問題形式であ
定期試験 受講上のルール・留意点

り、
成績評価

②定 う。レポー
ト・発表などは行わない。③授業時間数の 3
分の l以上欠席した者には単位を与えない

課題やレポートに関するフィードバック

フィードパックは適宜実施

書名 著書名 出版社名

教科書 整形外科ァキスト 高橋邦康・芳賀信彦 南江堂

参考書

オフィスアワー 不明単語はその場で質問すること



理学療法学科 昼間部

科 日 神経内科学 単位・時間数 2単位・ 30時間

担当講師 田口 丈士 学年 2年生 前期

資格

実績経験 病院即務20年以上、臨床経験の実例をもとに盟措をすすめていく

医師

授業の
神経内科学を理解する

位置づけ

到達目標 神経内科学総論・各論

授業形態 講義 対面または遠隔授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 神経系の診察 I 意識障害・運動系

2回 神経系の診察E 感覚系 自律神経系

3回 神経系の検査 CT' MRIなど

4回 脳血管障害 I 成血性脳血管障害

5回 脳血管障害E 出血性脳血管障害

6回 脳血管障害E その他の脳血管障害

7回 変性疾患 I パーキンソニズム

B回 変性疾患E 脊髄小脳変性症・運動ニューロン疾患ほか

9回 脱髄性疾患 多発性硬化症ほか

10回 末梢神経疾患 ギラン・パレー症候群ほか

11回 筋疾患 筋ジストロフィーほか

12困 患将司 ・臨癒ロ脊ロl'抗髄疾 重症筋無力症ほか

13回 感染性疾患 髄脱炎ほか

14回 内傷科系自疾患・外
律神経疾患

内科系疾患に伴う神経障害など

15回
機 能性疾患認知

頭痛・めまい・てんかん、 7)レツハイマー病ほか
症

成績評価 筆記試験 受講上のルル・田宜点
揖車時間散の3分の1を超えて欠席した者には単位を
与えない

課題やレポートに関するフィードパック

書名 著書名 出臨社名

教科書 神経内科学手事スト 第3肱江藤文夫・匝島節編 |南江堂

参考書 ベ病ッ気ドがサみイえ|る '01. 7 脳・神第経l医班情耐報義科学研斎究藤所佳 MEDIC 南M山ED堂1A 
ド町神時の静かた 8肱田 昭・ 離著

オフィスアワー



理学療法学科 昼間部

科 目 小児科学 単位・時間数 1単位・ 15時間

担当講師 川上 康彦、他 学 年 2年生・後期

資格

実績経験 臨床経験20年以上

医師、日本小児科学会専門医

位授置業づのけ
PT・OTは発達障害領域のリハビリテーションにおいて、積極的に児とかかわっていく。リハビリテーショ
ンを実施する以前に、小児科領域における疾患や障害の特性などを把握しておくことは必須の課題であ
る。本講義を通して小児・思春期に特有の疾患・障害、またその治療方法について理解を深める。

到達目標 代表的な小児疾患の特徴およびその治療方法について説明することが出来る。

授業形態 講義を中心lこ行う 対面と遠隔の併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 成長・発達(川上) 小児科学の総論、成長発達過程について

2回 神経疾患(川上) けいれん性疾患、てんかん、など

3回 先天異常(右田) 先天異常、遺伝子病、遺伝カウンセリシグ、について

4回 骨・筋疾患(高木) 神経筋疾患、筋ジストロフィ一、てんかん、脳性麻輝、ポツリヌス治療など

5回 発達障害(平山) 発達障害、自問スベクトラム症、注意欠如多動症、について

6回 重症心身障害児{平山) 脳性麻症について、

7回 小児の代表的な疾患1(右田) 新生児仮死、呼吸器・消火器疾患、川崎病など

8回 小児の代表的な疾患2(植田) 小児の予防接種・感染症、発熱、血液疾患、について

成績評価 試験にて評価する 受講上田ルーJレ・留意点I~分の lを超える授業時間数を欠席したものは試験が
l 受けられない。

課題やレポートに関するフィードパック

学科を通して行う

書名 著書名 出版社名

教科書 なし

参考書
標準理学療法学作業療法学小児科学 富田豊 医学書院

ナースのミカタ 小児看護 右田真 医学書院

オフィスアワー
22スt冒年圭通」主=担当謹血!こ違鑑!.韮主金主，空ヨスm缶lこ掴

詰~主いロ



理学療法学科 昼間部

科 目 浬学療法セミナーE 単位時間数 2単位・ 60時間

担当講師 高瀬 塚本 高林 学年 2年生通年

資格

実品i経験 絞理学を行療法士とし尖て務、急経性験期を~維か持し、期突のリハ・訪問がリハら デ義イをケアにて税緬的に治
ってきた 括 例を交えな 鵡仔う。

理学療法土

今よまう各各で人に臓す体神に経学器るの構ん。のの機機だ造鯨、能能や剖筋につ構学や造間いとて生節に説理つロ学の也習を通して理解を深めてその後の検査測定等を基礎から理解して行える

位授置柴づ田け
ついてき説明できる，

2. 明でる E

3. いて説明できる。

到達目標 人体の内職機、筋、 閏節、やし経等理解の部で位きやる名称を正しく理加できる
各臓器の借について正く

授業形態。 締 謡 曲 胃 酔用授業

」

11百i 項目 講義内容

回 骨について 名称

四 ftについて 部位

骨について フィードパックと確認

関節について

関節について 岳関節について

関節について フィードノてックと確認

筋・靭mについて こ刷荷楠躍

筋・ 1

簡フのィ機ー能ドパと制ッ的ク機と能確認
筋・靭帯について

ついτ

脊フ髄ィーにつドパいてックと石曜認
l回 山、て

2回 ついて

旦13里回l|末末梢梢神神経経ににLつ2竺い主て
自 》いて

つい1

15団 ついて フィードパックと確認

16回 循環器について

晴 3いて フィードパックと確認

ついて

1 20困
呼呼吸吸器器ににつついいてて

l回 フィードパックと確認

2回

~ 3回

~4回 フィードパックと確認

5回
消消化化器器ににつついいてて

!日回 梢

27回 フィードパックと確認

28@l 
29回

30回 フィードパックと確認

定期試験筆記閣験90%
畳線上のルールー留意点 惑後期をはグループワークがメインとなるため他者に迷成車i評価 提出物 10% かけないことを常1:心がける乙と

る

一

す

一
施

一
実

一:
 

陵

町

当!
 

全

一
ま

一J
 !
 
!
 

銀阻やレポートに関するフィードパック

t!}名

教科i!}

著書 出版社名

参考書

オフィスアワ
メルでの進絡は随時
s-tak自問@nichireha.acjp



理学療法学科 昼間部

科 目 専門基礎医学演習 I 単位・時間数 2単位・ 30時間

担当講師 阿部靖、坂本 聴、 学 年 2年生 前期

資格
学習担でど実)施1:置している学て講習義~か方維法をし行持、を期実医う学.例の教育に必要な学習方法(恩考法、 読解力、思

実績経験
考力な き換え
理学療法士として、急性期 リハ・訪問リハデイケアにて積極的に治療

理学療法士 を行ってきた実務経験を活 を交えながら講義を行う。

専門基礎医学演習 Iでは、臨床推論に基づく思考法、分析方法、統合と解釈について修得する.

l 臨床推論について習得プする。
授業の 2 統合と解釈について ロセスと方法を習得する。

位置づけ
この授業で習得した学習方法をPBLやOSCEに活用する。

到達目標 臨床推論について理解を深め、実施できる

授業形態 講義演習 併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 臨床推論 思考の方法:概念

2回 臨床推論 思考の方法:概念

3回 臨床推論 恩考の方法:種類

4回 臨床推論 思考の方法:種類

5回 臨床推論 思考の方法ケーススタディ

6回 臨床推論 思考の方法:ケーススタテ.イ

7回 臨床推論 思考の方法:ケーススタディ

8回 臨床推論 思考の方法・ケーススタディ

9回 臨床推論 クリニカルリ ズニング:基礎

10回 臨床推論 クリニカルリ ズニング:基礎

11回 臨床推論 クリーカルリーズーング:統合と解釈

12回 臨床推論 クリニカルリーズニング:統合と解釈

13回 臨床推論 クリニカルリーズニング:ケーススタディ

14回 臨床推論 クリーカルリーズニング:ケーススタデイ

15回 臨床推論 クリニカルリ ズニング.ケススタテ.イ

定期試験ー筆記試験100% 1 グループワークがメインとなるため他者に迷惑を受講上のjレール・留意点l
E かけないととを常に心がける乙と

る
-

す
一施一

実
一

'」一!
 

体
一全一

斗
J

a

El
 
l
 
-

課題やレポートに関するフィードパック

書名 著書名 出版社名

教科書 なし

参考書

オフィスアワー メ Jレでの連絡は随時
y-abe@nichireha.acjp 



理学療法学科 昼間部

科 目 検査測定法E 単位・時間数 l単位・ 45時間

担当講師 佐藤和世・鈴木雅男・塚本奈々子 学年 2年生 前期

資格

実績経験 位勤雌萌和。実世務.実経務経験18年 理学療交法士として、急性期う ・回世期病院、椛韮型病床に
験を活かし実例を えながら講義を行.

理学療法士

この授業幅では主に中枢実事践l'経疾患に用いられ息〈病.る理学療法検査の特徴、検を理解し、説選明できるようになることを目的と

位授置業づのけ
する。 広礎い疾科患に 連するために、疾 県の特徴を理解し 査項目を択できるようにする.
1年次生の基 目との容闘 を理解してお . 解
剖 理・運動学の内 を踏まえて検査が実施されていくため、各科目の檀習をしておくこと.

到達目標 各各検検査査の状要況項と応実施じて方実法施を理解し、が説で明することができる。
を に することきる。

授業形態 講義・演習・実習 対面授業

授業計画

回数 項目 講義内容

」2旦回 総論 各検査方法の概要と実際の説明

4356 回回回回 脳神経検査 脳神経検査の検査要項と実施の方法を学ぶ

ユK旦旦回 反射・痛みの検査 反射・痛みの検査の検査要項と実施の方法を学ぶ

」11l20旦回回 筋緊張・協調性検査 筋緊張・協調性検査の検査要項と実施の方法を学ぶ

」」1215旦E 回 麻庫検査 麻捧検査の検査要項と実施の方法を学ぶ

円176面四 姿勢反射検査 姿勢反射検査の検査要項と実施の方法を学ぶ

川川2098 回回回 バランス検査 バランス検査の検査要項と実施の方法を学ぶ

1| 222 231 回回回 高次脳機能検査 高次脳機能検室の検査要項と実施の方法を学ぶ

成績評価| 筆記試験70%小テスト30児 |受講上のlレール・伺意点| 動きやすい服装での事加

課題やレポートに関するフィードパック

個別もしくは全体に必要に応じてフィードパックを行う

書名 著書名 出版社名

教科書 理学療法評価学改訂第6版 松1事正他 金原出版

参考書 図解理学療法検査・測定ガイド第2版 奈良勲内山崎編集 文光堂

オフィスアワー



理学療法学科昼間部

手ヰ 目 検査 測定 法N[整形・動作] 単位・時間数 1単位・30時間

担当講師 土手 延恭 品寸ー 年 2年生 前期

資格 実輯経験 18年慢

実績経験 盤験静、外現科在急非性期勤 性期盤・外来科リハ、泊所リハ 訪者問リハ・介護予臨防床教業務室運を行営を経
常として出外クリニッ講ク・有料演 人ホームでの って

理学療法士 いる。その現場での実萌経験を踏まえて義・ 習を行う。

理学でを行療扱法分控野では、 整形外科{運動器け)疾患・脳が血管疾患・呼吸器患、機疾者能患が多評・価循い環.器盤疾患の患者師が多強凶. この
授業 う 市外科師分野場合では、とりわ 「摘み」 原因で受診する 学形療外科法医も 形外科テ
スト うが、医の は診断に利用する。理学療法士の場合は ・亘J の効果検証として
行う側面が強い.

位授置業づのけ
盤形外科疾患は、外似でも非外傷でも起こりうるが、 l年次に学んだ検査測定法 1. nと合わせて評価す

るとより状態の把握ができるようになる。
臨床では.様々な疾患・症状をもっ患者様とお会いする.3年時の臨床実習 I以降、スムーズに現場で検査

を行えるようオリエンテーションから演習していく。

学生は 1年学次びに解、関剖学・生理測学定述即J学といっ査た専門基礎を学んでいる。その習知識を檀習しながら、搭~
外科テストを 節可動域 や徒手筋力検、その他の許佃と合わせて演から体験していく。

1 解剖検学・生理学・運動学の知識から整形外態科をテストで何が分かるのか説明することができる。
到達目標 2 他の 査基結本果と合わせて考え、患者能の状 理解すすることができる。

3.様々な 動作を分析し、その機陣害を説明ることができる。

授業形態 講義・演習 対商授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 姿勢分析① 演習・学生同士でお互いの逸脱所見を観察・記載

2回 頭部(1) 演習・頚部の整形外科ァストを実施①

3回 頭部 (2) 演習・頚部の整形外科ァストを実施②

4回 肩関節(1) 演習:肩関節の整形外科ァストを実施①

5回 肩関節 (2) 演習:肩関節の整形外科7ストを実施②

6回 肩関節 (3) 演習・肩関節の整形外科ァストを実施③

7回 肘・手関節 演習・肘・手関節の整形外科ァストを実施

B回 胸腰椎 演習:胸腰椎の整形外科ァストを実施

9回 股関節(1 ) 演習・股関節の整形外科ァストを実施①

10@l 股関節 (2) 演習・股関節の整形外科ァストを実施②

11回 膝関節(1 ) 演習.膝関節の護形外科テストを実施①

12回 膝関節 (2) 演習:膝関節の整形外科ァストを実施②

13回 足関節 演習ー足関節の整形外科ァストを実施

14回 骨盤(1 ) 演習:骨盤の整形外科ァストを実施

15回 骨盤 (2)バランス 骨盤の整形外科ァスト・バランス検査を実施

l授業では毎回リフレクションシ トの記載を課す

定期筆記試験80児
ので提出期日までに提出すること。

1実)技では動きやすい服装(基本は短床パン、にをT影外シ響すャの、受講上のJレール
成績評価

小テスト 20%
ツの都Wiをすること.その際に臨業務

-留意点
ある身だしなみはしないこと(アクセサリ

合計 100児 長い髭は束ねる等、その他必要に応じてアルコール
消毒するなど感染予防に努めること)。

課題やレポートに関する7ィードパック

実技演習に関しては、机問巡回中に行う。またリフレクションシートにI:l:，質問欄を設けているので、その記載に合わせ
てフィードパックを行う。疑問・質問に関しては、メーJレで随時対応、時間外にも対応する.

教科書

参考書

オフィスアワー

病態動画から学ぶ臨床整形外科テスト

写真で学ぶ 整形外科テスト法増補改訂新版

吉田一也、附元勝夫

ジョーゼ7 ・J.シプリアーノ

理学療法評価のテキスト参照



理学療法学科 昼間部

科 目 PBLセミナ-II 単位・時間数 l単位・ 30時間

担当講師 木下修塚本奈々子高橋豊 PT教員 学 年 2年生 後期

資格

実績経験
義肢療装具士として41年、 製総作合病適合・(急教判性定育期機に従関・事回は世大していました白

I~士として31 、 院 期)・クリニク・老健施設・特
理義学・訪問・ディサー年ビス・保健青 学大学院なッどに従事していまし

理学療法土 (31年) た。
義肢装具士 (41年)

伎闘度山間叩かをの怖過ら醐らし唱て借を乙れA歯問す闘閉ららる崇のをと酬まん町えと悼てる崎」問いでた問ん題〈でい明町岬酎町人仁考配向噛えげ方酎一問て畑刷耐る問山字鵬入叫吋山刷チてー。b グルーノヨ イM 山ノヤ夫授業の を身体・心理 社会的立ま自場とらなめ積、ど極、グ的ルあにーら行ゆプ動発るし角表、
位置づけ ム当症く内例この情と役報を割か目を的ら明のと確学すにびるし。を、

到達目標
1 症例情報から必要となる評価項目を選ゴ択ーでルき言る。
2 評l年価次情、報から問題点をICFにまとめ、 設定、プログラムの立案ができる。
3. 1"';';:， 2年次で学んだことを通して、患者の身体・心理・社会生活を総合的に理甥する。

授業形態 講義・演習・実習 対面授業

授業計画

回数

1回

2回

3回

4回

5回

6回

7回

8回

9回

10回

11回

12回

13回

14回

15回

項目

オリエンテーション

症例情報の整理と理解

症例情報の整理と理解

症例情報の整理と理解

理学療法評価

理学療法評価

理学療法評価

理学療法評価

症例情報のまとめ

症例情報のまとめ

症例情報のまとめ

症例情報のまとめ

症例発表

症例発表

徒例解説、フィードパック

授業内発表:50% 
課題提出 50児

教科書

参考書

講義内容

授業の目的と実施内容について

症例情報を整理し、全体像をまとめる

症例情報を整理し、全体像をまとめる

症例情報を整理し、全体像をまとめる

必要な理学療法評価を選択

理学療法評価実践

理学療法評価実践

理学療法評価実践

問題点をICFにまとめる

評価結果からゴール設定、プログラム立案を行う

評価結果からゴール設定、プログラム立案を行う

発表準備

まとめた内容を発表

まとめた内容を発表

症例について解説、演習についてよかった点や今後の課題を整理する

受講上のJトル留意点lFfE男号謀者諸都fZ17・

課題やレポートに関するフィードパック

フィードパックは全体に行う。

書名 著書名

なし

オフィスアワー 授業時間以外で質問のある場合には、事前にメールで予約をしてください。
Mail: o-kinoshita@nichireha.acjp 

出版社名



理学療法学科昼間部

科 目 物理療法 I 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 篠田良平 高林礼子 学年 2年生 前期

資格
勤篠高常林勤田と礼良しと子平てし勤て実務勤実務物。務経実経。験務実験2経務25年8年験経験を急活理を性活学か期か療し病実法し院例士て、としてな回が檀期ら病鵡訪義院問、をな行総ど合うに。病勤院務、教脊機関に常実績経験 講を特交義盤えを、通所、 。教育機関に

理学療法士 行う.

E札間JらE酬型間Jz惜z車にw.l以 lηMEtM明別に目書然で離F居ノ 2た争指ある 聖書ヱネ同 主主主z躍間Eせた車四型炉帥治献仙、的な治な療 て温熱確 、電気 、牽引 あるが、そ の より があり、それを誤る

位授置業づのけ
もつがるので明 が提示されている。基本的な控用法と祭忌を がら 実験の要議を取入
エネプルリギーの特性を 認して理解を深めていく。
は ント パワーイ トを主とした前義形式.治療機器の体験演習では機器を檀用する場面を見せなが
に自分でも体験する巳

0物理療的エネルギーでを体理の種解験類と人体に及ぼす効果を理解する。
到達目標 0各治法の禁忌 し覚える。

0各治療法を自分 する.

授業形態 講義・慣習 対面授業

授業計画

回数 項目 識義内容

1回 物理療法の概念 物理療法の概念、効果と目的

2回 温熱療法 温熱療法の生理的効果、熱伝導を用いた治療法と禁忌

3回 温熱療法 放射熱を用いた治療法と禁忌

4回 温熱療法 エネルギー変換熱を用いた治療法と禁忌

5回 寒冷療法 寒冷療法の生理的効果

6回 寒冷療法 寒冷を用いた治療法と禁忌

7回 水治療法 水治療法の使用と禁忌

8回 温熱寒冷療法 治療機器の操作と体験

9回 電気療法 電気療法の生理的効果、通電による治療法と禁忌

10回 電気療法 FESとTESの臨床適応

II回 電気療法 骨電気療法の使用と禁忌

12回 光線療法 紫外線・レーザー療法の使用と禁忌

13回 牽引療法 頚椎牽引と腰椎牽引の使用と禁忌

14回 CPM CPMの効果と各関節毎の違い

15回 バイオフィードパック バイオフィードパック療法の原理と利用方法

定期試験筆記試験100% 授業中は私語を謹んで授業1:集中する。
畳講上のルール・留意点

課題やレポートに関するフィードパック

フィードパックは全体に行う。

書名 著書名 出版社名 l

教科書 物理療法学 吉田英樹 メビジュ力ール

参考書 生理学 真嶋英信 文光堂

オフィスアワー 担当授聾白前後



理学療法学科 昼間部

科 目 日常生活活動学E 単位・時間数 1単位 30時間

担当講師 鍋城武志、中村信、高林礼子、高橋豊 学 年 2年生前期

資格

ぇ4?君話i事f識f器器を枠制5険引均F2年器護急聞法禁組}苦主言問占拠総聞に出官統狙lーとし{て議踊ン器帥内ケ酎保ア肌刊創日師立ス団ヒ実績経験

理学療法士

位授置業づのけ

人と向かい合位必う乙とを基本としている理学療法において、 日常食ン事生な活、ど活更を含動衣、めし(A排てた肌A他、)DLな告はの々ど運評のの価動疾身療と辺患法指国の導とJ作特がと徴広も(セをに〈ル確大行認フわ吉ケしなれなア領て)が域い、らをる社A.D占会L指め性て導をい・維介る持. 助寝返りや座 といった基本交動通作のほかに、生命維持のための
するために要となる、 機の利用、コミュニケーションな
この授業では、臨床現場でリハ関ビリの対車となりうる代表的な疾患に対
方法を学ぶ。

l 代表的疾疾患に対対するADL指導、介指助導法を理解する。
到達目標 2代表的思にするADL訓導練 ができる。

3在宅檀帰に向けたADL指が考えられる。

授業形態 講義・演習 併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 ガイダンス ADLについて、セルフケア、起居移乗動作について

2回 疾患別ADL指導(骨・関節) 下肢疾患に対するADLアブローチ

3回 疾患別ADL指導(骨・関節) 下肢疾患に対するADLアプローチ

4回 疾患別ADL指導(骨・関節) 上肢疾患に対するADLアブローチ

5回 疾患別ADL指導(中枢) 片麻痩に対するADLアプローチ

6回 疾患別ADL指導(中枢) 片麻症に対するADL7ブローチ

7回 疾患glJADL指導(中枢) パーキンソン病に対するADLアブローチ

呂田 疾患別ADL指導(中枢) 筋ジストロフィ一、筋萎縮性側索硬化症に対するADLアプローチ

9回 疾患別ADL指導(中抱) 脊髄損傷、脳性麻症に対するADLアプローチ

10回 疾患glJADL指導(中枢) 脊髄損傷、脳性麻療に対するADL7ブローチ

11回 疾患且IJADL 「視力障がい」 障がいの特徴、白杖の役割

12回 疾患別ADL 「その他の疾患」 リウマチ、内部障害、高齢者などに対するADLアブローチ

13回 疾患別ADL 「その他の疾患」 リウマチ、内部障害、高齢者などに対するADLアプローチ

14回 在宅復帰に向けたADL指導 退院・退所に向けた指導・評価のポイント

15回 在宅生活のADL 在宅でのADL指導の留意点

定期試験
筆記試験 (80%)
レポート (20%)

授業中は荘、語を謹んで授己主に集中する。
畳講上のルール・留意点l実技では動きやすい服装をi判官する.また空いた時聞は総り返し復習す

る。

課題やレポートに関するフィードパック

フィードパックは全体に行う。

書名 著書名 出版社名

教科書 標準理学療法学 同宿第生活活動学・生活環境学
5版

鶴見隆正、隆島研吾編集 医学書院

参考書 日常生活活動第2版 千住秀明監修 事l'陵文民I

オフィスアワー 担当授業の前後



科 目|疾患別理学療法 1A (整形外科)

担当講師|木下修土手延恭塚本奈々子

単位・時間数
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実績経験

資格

理学療法士 (31年)
義肢装具土 (41年)

義肢l!<具士として41年、製作・適合判定巳従事していました。
理学療法士として31年、総合病院(急性期・回世期) ・クリニック・老健施設・特
韮・訪問・ディサービス 保健所・教育機関は大学・大学院などに従事していまし
た。

授業の
位置づけ

到達目標

について、
各疾患(上肢・脊椎疾患、脊髄損傷)における主要な問題を理解し、
疾患別における動作の特徴を捉え、それを表現できる。
整形外科疾患の特徴を理解し、日常生活の支援について説明する。

授業形態 講義・演習 併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 総論 運動器の運動療法とは

2回 運動療法の基礎 運動療法の技術的基礎

3回 運動器損傷の評価 評価と治療の原則

4回 末梢神経障害 末梢神経の構造と評価、治療

5回 肩関節と肩甲骨 関節運動の基礎と評価

6回 肩関節と肩甲骨 関節運動の評価と治療

7回 肘関節・手関節 関節運動の基礎と評価

8回 肘関節・手関節 関節運動の基礎と治療

9回 頭頚部 関節運動の基礎

10 
胸椎と胸郭 関節運動の基礎

回
1 1 

胸椎と胸郭 関節の評価と治療
回
1 2 

脊髄損傷 脊髄損傷の病理、評価、 ADL
回

1回3 脊髄損傷 脊髄損傷の床上動作(演習)

14 脊髄損傷 脊髄損傷の移乗動作(演習)
回
1 5 

脊髄損傷 脊髄損傷の移動(演習)
回

授業の小テスト
課題レポート

服

ま
い

さ

い

す

だ

な

や

く

と

し

て

お

察

え

を

観

控

習は
学

)

装

ら

・

ン

服

が

う

パ

い

な

よ

短

く

し

し

に
用
ま

袖

見

利

い

半
。
が
を
遣

(
い
線
体
気

装
さ
の
身
に

服
だ
体
の
い

い
く
や
い

E

す
意
ン
互

や
用
パ
お
で

き
を
一
。
の

動
装
ジ
い
す

点意留レJ
 

、νJ 
の上講畳

課題やレポートに関するフィードパック

レポート課題は、授業中全体に対しフィードパックし、レポートは個別に対応する。

書名 著書名 出版社名

教科書 運動器の運動療法 小柳磨毅 羊土社

参考書 基礎運動学第6版 中村隆一
医歯薬
出版

オフィスアワー
授業時間以外で質問のある場合には、事前にメールで予約をしてください。

Mail: o-kinoshita@nichireha.acjp 



理学療法学科 昼間部

科 目 疾 患 別 理 学 療 法 1-B [整形] 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 木下 修 土手延恭 高橋 豊 学 年 2年生 後期

資格
義肢装具土として41年、 製作 適合判定性背機期に従関・事回は世大し期学て)い・ました.

実績経験
理学療法士として31 、総合病院(急 ・クリニック・老健施設特
韮・訪問・ディサー年ビス・保健所・教 大学院などに従事していまし

理学療法士 (31年) た。
義肢装具土 (41年)

授業の
位置づけ

多外科目刑岨 l訳 思 ・ 脳 出 官 眠 思 ・時間帯訳思・咽据甜相思) h:_河 9{;I ~1<1 町 宿眠 U).IJ弘之"~臼ツ旬。

傷・非外傷、仕事や生活の仕方が原因など、急性期・慢性期、年齢層も幼少期から高齢者まで様々な問題が
起こる。整形外科分野の下肢の疾患に対する講義と演習を行う.体の変化を知るために、学生同士で演習を
中心に行う。後半には、症例を通してPBL(problem baced learning)をグループワークで行い、発表する。
後半には、症例を適してPBL(prob1em baced learning)をグループワークで行い、発表する。臨床現場で
は、申し送りやケースカンファレンスなど、 「チーム医療」の中で理学療法の進捗状況などをアウトプット
する必要がある。発表を通して、臨床に即した体験をする。学生は l年次に解剖学・生理学・運動学といっ
た専門基礎を学んでいる。その知識を復習しながら、運動器疾患に関連する理学療法を学び、演習から体験

し3ど

l 下肢に起こりやすい解剖学・運動学的な問題を理解し、説明することができる。
2.整形外科疾患によって生じる機能障害とその評価について説明できる。
3 代表的な整形外科疾患に対し問題点を抽出し、理学療法の評価と治療につなげて説明できる。
4 発表を適して検査結果から問題点を抽出し、問題点に関連した理学療法を説明するごとでできる。

到達目標

授業形態

虚業計画

講義・演習 対面授業

回数 項目 講義内容

l回 足関節・足部(1 ) 姿勢動作分析・足部および足関節評価・足部癒着の改善演習

2回 足関節・足部 (2) 姿勢動作分析・足部および足関節評価・足部周囲筋力強化演習

3回 足関節・足部 (3) 姿勢動作分析・股関節評価復習

4回 股関節(1) 姿勢動作分析・股関節評価・股関節周囲の癒着改善演習

5回 股関節 (2) 姿勢動作分析・股関節評価・股関節周囲の筋力強化演習

6回 股関節 (3) 姿勢動作分析・股関節評価復習

7回 膝関節 (1) 姿勢動作分析・膝関節評価・膝関節周囲癒着改善演習

8回 膝関節 (2) 姿勢動作分析・膝関節評価・膝関節周囲筋力強化演習

9困 膝関節 (3) 姿勢動作分析・膝関節評価復習

10回 症例検討(1) グループワーク・発表準備(1)

11回 症例検討 (2) グループワーク・発表準備 (2) 

12回 症例検討 (3) グループワーク・発表準備 (3) 

13回 発表(1 ) 発表10分、質疑応答5分で全グループの発表を行う(前半 5グループ)

14回 発表 (2) 発表10分、質疑応答5分で全グループの発表を行う(後半 5グループ)

15回 総復習 症例説明(フィードパック)

山

w

A

W

A

D
o
 

s
-

験

題

児

試
%
課

0

記

0
ト

0

筆

l

一
1

期

表

ポ

計

定

発

レ

合

価豆
aE
 

績成 自
J

F

品川知

F
で

む
床
セ
じ

、
臨
ク
応

ン
に
ア
に

L

パ
際
(
要
主

短
の
と
品
泣

一
。
は
そ
こ
他
益

γ
と
本
。
い
の

ζ

ン
乙
基
と
な
そ
随

ヨ
る
(
こ
し
王

シ
す
装
る
は
等
塗

ク
出
服
す
み
る
盛

レ
提
い
用
な
ね

4

7
に
す
着
し
束
主

リ
で
や
を
だ
は
主

固
ま
さ
一
身
髪
工

耳
目
動
シ
る
い
輩

出
期
は
一
あ
長
泊

、
出
で
ケ
の
止

用
提
技
か
響
す
二

国
で
実
)
影
外
ユ

。
の
2
ツ
に
を

点意留、レ
町

U
Vの上講受

課題やレポートに関するフィードパック

実技演習に関しては、机問巡回中に行う。またリフレクションシートには、質問欄を設げているので、その記載に合わせ
てフィードパック介内兵。疑問・質問に関しては、メールで随時対応、時間外にも対応する。

書名 著書名 出版社名

教科書 局仙 身からアブローチする 運動器の理学療法 編集 小柳磨毅I 中江徳彦，井上悟 羊土社

参考書 基礎運動学第6版 中村隆ー
医歯薬
出版

オフィスアワー
授業時間以外で質問のある場合には、事前にメールで予約をしてください。

Mail: o-kinoshita@nichireha.acj 



理学療法学科 昼間部

科 目 疾患別理学療法1I-A【中枢] 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師佐藤和世 学年 2年生後期

資格
実績経験 住藤和世実務経験18年理学療法士として、急性期・回檀期病院、続韮型病床に

助暗。実務経験を括かし実倒を交えながら講義を行う.
理学療法土

この授業では卒がで、推中あ中治奨枢る療神aされ経のして疾ガたイ息いがにおける片l臨海患者の理学療法について学、E法E維亜習1:触す持で期れある。片麻庫てア患多プ者職ロ碩ーは脳チに血管包が陣の完害括理成学的によるものが多く、「脳 ドライン中においても急性期から に波つ よる なリハピ
リテーション る.そので 法士がよ~ るが、 理論 されてい

授業の ないのが現状 品 。 ってこの授業理で学は療基本的なアたプすロ役ー回割チ世方期は 触 、脳率中片麻庫患者へ 療法の全

位置づけ 体曲をとらえることを目的とする。

以下脳急の性内卒容を理麻回解庫復する。l 中片 患者の基本的な附害融
2 期、 期、維持期の理学療法

1 脳卒中片麻庫患者の病態を説明できる。
2 麻療の回復と神経系・脳の可塑性について説明できる。
3.急性期、回復期、維持期の各期の理学療法の目的と方法について説明できる

到達目標 4 リハビリテーション医療における安全管理・推進のためのガイドラインに基づきリスク管理ができる.

5 脳産片卒性麻に対する理学療法を説明できる。
6. 庫患者の合併症について説明できる。
7. 中のCT.MRI画像を判読できる.

授業形態 講義、実習 対面授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 病態 中枢神経疾患の病態、運動麻療と伝導路、陽性兆候と陰性兆候

2回 麻痩の回復 神経系・脳の可塑性と麻樟の回復メカニズム

3回 急性期 目的、リスク管理とガイドライン

4回 急性期 ポジショニング、関節可動域練習、ギャッジアップから離床

5回 急性期 片麻輝体験、関節可動域練習の注意点(肩・股)

日目 回復期 産性に対するアブローチ、治療の原則

7回 回復期 随意運動の促通(上肢、下肢)、体幹筋の促通

8回 回復期 寝返り、起き上がり、座位バランス練習

9回 回復期 立ち上がり、立位バランス、片脚立位練習

10回 回復期 歩行練習と異常歩行

11回 維持期 身体機能・能力の自己管理方法

12回 合併症 拘縮、異所性骨化、肩手症候群、 CRPS

13回 合併症 起立性低血圧、肩関節亜脱臼、プッシャー症候群、申告下障害

14回 評価 SIASほか

15回 画像 CT、MRl画像の判読

成績評価|筆記試験(100%) 畳誹上のルール・留意点| 実技に際しては動きやすい服装で害加する

課題やレポートに関するフィードパック

個別もしくは全体に必要に応じてフィードバッタを行う

教科書

参考書

オフィスアワー

神経障害理学療法学 I 第2版

病気が見える⑦脳・神経



理学療法学科 昼間部

科 日 疾患別理学療法II-B (高齢者) 単位・時間数 l単位・ 15時間

担当講師 臼 杵 寛 、 中 村 信 Aヴ斗4ーら 年 2年生後期

資格 臼杵実務経験21年(病院、老健、適所、訪問、予防事業等)の経験を
踏まえ、実例を交えながら講義を行う。

実績経験
健中村・ 実務経験21年 理デ学イ療法士として、病院・クリニック・特養・老

理学療法土 訪問リハ・高齢者 ケア・重身デイサービス・教育機関にて培っ
た経験を活かし、実例を交えながら講義を行う。

位授置業づのけ
わが国では急速に高齢化が進み、高齢者が理学療法の対象となる頻度も多くなっている。高齢者に

対する理学療法を実践する上で高齢者の特徴の理解や必要な評価ど、トレーニングの理論などに重きを
置いて授業を進める。実例などを交え、具体的なアブローチな を学ぶ。

l 高齢者の特徴を理解し、説明できる。
到達目標 2 高齢者に対する機能評価を理解し、説7明できる。

3 高齢者に対する理学療法とそのエピ ンスを理解し効果的な関わり方を理解する。

授業形態 講義、演習

，.........，、...， ......... 

回数 項目 講義内容

総論
1回 高齢者の特徴

高ど齢者の基礎、老年症候群、フレイルとサルコベニア、認知症、転倒な

2回
総論

生理的変化、体力や姿勢の変化、精神心理・認知機能の変化など
心身機能の変化

3回
各論
高齢者の機能評価①

4岡
各論
高齢者の機能評価②

5回
各論
高齢者に対する理学療法①

6回
各論
高齢者に対する理学療法②

7回
各論
高齢者に対する理学療法③

8回
各論
高齢者に対する運動とエビデンス

筆記試験60%
授業中小テスト40%

身体機能、生活活動能力評価、生活機能評価

認知機能や精神・心理機能評価、 QOL・社会活動の評価

筋力、バランストレーニングについて

持久力・歩行トレーニング、身体活動促進に対するアブローチ

転倒・骨折予防、認知症予防

筋力トレーニングや歩行などに関するエビデンスの理解

受講上のルール・
留意点

授業内容の復習を行うこと

課題やレポートに関するフィードバック

適宜、全体及び個人へ行う

書名 著書名

教科書

参考書 Crossl ink 理昔理学学療療法法学学テキスト
高齢者 編集池添冬諸

オフィスアワー 臼杵:揖捜車業前前佳佳及びメールCh-usukj@nichireha.acjp)
中村: 及びメールCshin-nakamura@nichireha.acjp)

出版社名

メジカJレ
ビュー社



理学療法学科 昼間部

科 目 疾患且IJ理学療法illA 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当前師 塚 本 奈 々 子 、 高 林 礼 子 学年 2年生桂期

資格

理塚実を学活本務療か経験法奈し士々、子実縦経験
1 8年

として交も総え合病が院ら都回訪議問行リハ・デイケアにて治被を行ってきた実務経験
理学療法土 実例をな をう.

この病担講"状疾る阜ではをこ安原ではと定が、因も病求神がさ経不せ気め由や明ら日れ疾常個で且治生人る被活.のに法中でもいわゆる “離ら病ず"、 といわれ燦そ知茜るの識疾開をの患必に要のは理理だとす学学け療法について学習かをする。“難 が送り磁症る立されてお 長期の ることが介多入0'.しし適切な対応に
より症 を ことが可能な人もおり 療法の も必とされる。

位授置業づのげ

避択同すじ よ 状は牒々であり、単なる 附記 ではな〈入状祝ビ車応じて評価や治療を

控聾の出血れに
。疾 ついて也習
。理学伊l療法について学習
。症検討

到達目標 疾症患の特対聞しを理適解切し、説明することができる。
例に 、 な評価・措時プログラムの立案ができる.

授業形態 講義 対面授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 輯筋抽聾縮性側指硬化症の概要 授諜の目的、病態確認

2回
筋茜縮性側需硬化曜の

リスク管理、評価、治班、 ADL指導について
理学療法

3回
筋聾縮性側詰硬化症の

症例検討{評11m項目の選択、惜療プログラムの立案など)
理学療法

4回 筋理萎学縮班性法側蕗硬化症の 信例検討(前回の続き)

5回 脊概髄要小脳変性症の 荊揺確認

6回
脊髄小脳変性痕の

リスク昔理、評価、拍療、 ADL指導について
理学師法

7回
脊髄小脳変性症の

症例検討(評価項目の選択、情縦プログラムの立案など)
理学班法

8回
有価小脳変性症の

症例検討(前回の続き)
理学療法

9回
パキンソン摘の

病態確認
概要

10回
パキンソン捕の

リスク管理、評価、拍続、 ADL指導について
理学時法

11回
パキンソン摘の

症剖検討(評価項目の選択、治療プログラムの立案など)
理学班法

12回
パキンソン捕の

症例検討(前田町続き)
理学踊法

13回 重理症学肺療無法力誌の 病態確認

14回
宜症師無力症の

リスク管理、評価、措曲、 ADL指導について
理学醐法

15回 桔括 塩習

症倒検討ではディスカッションを行いますが、活尭
成縦評価 筆記試験100% 受講上のルール宿意点 な

宜見を求めます。

課題やレポートに関するフィードパック

必要に応じて、控業内で全体に行っていきます。

オフィスアワー1質問l立基本的に対面で、授業前後に声をかけてください



理学療法学科昼間部

手ヰ 目 疾患別理学療法illB 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 塚本奈々子、佐藤和世 学年 2年生後期

資絡 1 8年
実績経験 塚実理務実学.務本務療担紐奈酷法酷士々を子として、総合病院、訪問リハ.デイケア、教育韓関に勤

理学療法士 活かし、;)!倒を支えながら師謹を行う.

この授病業"では、神経筋疾患の法中生でもいわゆる“難病能ず"といわれる疾患の理学す療法について学習をする.
“難 は原因が不明で治療常 が擁立されておら 、長期もの療器を必要と ることが多い。しかし適切な対

応により症状を安定させ日 活を送ることが可な人おり、その際には理学療法の介入も必!}J!とされ
る。

位授置業づのけ
同じ疾択患でも病気や求伺時人により症状は峨々であり、単なる知識の暗記だけではなく状況に応じて評価や治

療を遺することが られる.

授業の涜れ
0疾患について世習

0理学例療検法について学習
0痕討

到達目標
疾痕患の特徴を理適解切し、説明することがで古る。

例に対し、 な評価・治療プログラムの立案ができる。

授業形態 講義 遠隔授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 多尭性硬化症の概要 病態確認

2回 多理尭学性時硯法イ己症の リスク管理、評価、治療、 ADL指導について

3回 多理尭学性時硬it化症の 症例検討(評価項目の選択、治療プログラムの立案など)

4回 多理尭学性続硬出化症の 症例検討(前回の続き)

5回 概ギ要フンパレ 症候f，下の 病態確認

6回
ギランパレ甚候群の

リスク管理、評価、治療、 ADL指導について
理学師法

7回 ギ理学ラ時ンパ法レ 症幌群の 症例検討(評価項目の選択、治療プログラムの立案など)

B回
ギ学フンパレ 症候群の
理 療法 症例検討(前回の続き)

9回 多尭性問炎・皮脂師虫の概要 病態確認

10回 多罪性問虫皮膚師誕の理学療法 リスク管理、評価、治療、 ADL指導について

11回 多尭性師炎・庄胸間哉の理学時It 症例検討(評価項目の選択、治療プログラムの立案など)

12回 多克性蹄炎目庇膚肺炎の理学続出 症例検討(前回の続き)

13回
師ジストロフィ の

病態確認
理学症法

14回 師ジス法トロフィ の
理学時 リスク管理、評価、治療、 ADL指導について

15回 総括 復習

定期試験・筆記試験100%
受講上のルーJレ・留| 症例検討ではディスカッシヨンを行います

| が、活尭な
意点 | 意且を求めます.

課題やレポートに関するフィードパック

必要に応じて、授業内で全体に行っていきます。

書名 著書名
出版社
名

教科書 2L神病経気障が害み系え理る⑦学療脳法・学神経
l丸山仁司帽 医出歯版薬

事考書

オフィスアワー



理学療法学科 昼間部

科 目 疾患 別 理 学 療 法NA(呼吸) 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 鍋城 武志、塩津 和人 学 年 2年生 後期

鍋械武志 実務経験 20年
資格 理学療法士として、急性期病院、教育機関に常勤として勤務。実務経験を活かし実

実績経験
例塩を交えながら講義を行う.
f軍和人 宍務経験 16年

理学療法土
理学療防事法士業として、回復期例病院、急性期経病験院、デイサービス、附害者福祉施設、介
護予 司教育機関にわった実務 を活かし、実例を交えながら講義を行
う。

人口構造の高齢化に伴う呼吸器疾患患者白地加は世界的規様である。慢性閉塞性肺疾患は死亡原因の第3位である。時吸
リハビリテーションは多くのエピデンスが集積され、特に運動療法の継続が重要視されている。

授業の
本て解授業では呼吸器疾患の理学療法ができるようになるために、呼吸器疾患の病態、評価、理学療法について実技を交え

説する。

位置づけ
授業方法は「講義J r実技」を予定している。

呼吸器に関する解剖学、生理学在理解しておくことが望ましい。

L 呼吸器疾患の病態を説明できる。
到達目標 2 呼吸疾患疾患に必要な評価項目を列挙できる。

3 呼吸器疾患の理学療法ができる。

授業形態 講義演習 併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 呼吸リハビリテーションとは 呼吸リハビリァーションの歴史、適応

2回 呼吸器基礎① 呼吸器の解剖学・生理学・運動学・病態

3回 呼吸器基礎② 呼吸器の解剖学・生理学・運動学・病態

4回 呼吸機能検査 スパイログラム、フローボリューム曲線、胸部I綿

5回 フィジカルアセスメント① 視診問診・触診・打診・聴診

6回 フィジカルアセスメント② B分間歩行ァスト、 ShuttleWalking Test、ADL. QOL評価

7回 呼吸理学療法日① コンディショニング、運動療法、 ADL指導

8回 呼吸理学療法③ コンディショニング、運動療法、 ADL指導

9回 酸素療法 酸素療法の種類、在宅酸素療法

10回 人工呼吸器 種類、構造、換気モード、病態

11回 急性期の呼吸リハビリァーション 周術期呼吸リハビリテーション、人工呼吸器管理での呼吸リハビリァーショシ

12回 安定期の呼吸リハビリァ ション COPD患者に対する呼吸リハビリァ ション

13回 吸引① 意義、感染対策と実技

14回 吸引② 吸引実技

15回 総まとめ まとめ

筆記試験100% 受講上回Jレール・留意点| 実技では動きやすい服装の準備をすること。
l 上衣はTシャツ等が好ましい

課題やレポートに関するフィードパック

実技に関するフィードパックは実技練習中、練習の後、個別または全体に対して適宜実施する。

書名 著書名 出版社名

教科書 15レク内チ部ャ障 シリ ス 理学呼療吸法テ第キ3版スト
害理学療法学

石川朗総編集 中山書唐

参考書
リハビリテ ションに活かす呼吸循環説モータリング

美津島隆、山内克哉監修
メジカル

モニター心電図から生体情報を み解く ビュー社

オフィスアワー 担当授業の前後



理学療法学科 昼 間 部

科 目 疾患別理学療法NB(循環代謝) 単位・時間数 l単位・ 30時間

担当講師 高瀬 慎輔 塩津 和人 学 年 2年生 後期

資格
理学療法士として、回復期教病育棟機、急性期病院、デイサービス、障害者福祉施設、介実績経験 護予防事業、訪問リハ、 聞に携わった実務経験を活かし、実例を交えながら

理学療法土 講義を行う。

内部障害(呼吸・循環・代謝障害)者は外部からは障害があることがわかりにくい(いわゆる“見えな
い障害 )ため、周囲の理解が得られにくいというぜ不利益を受けやすい園理学療法では、いかにしたらで
きるようになるかという障害学的分析に加えて、な そのような状態なのか、その症状や症候はどこから

授業の
来ているのか、医学的情報を収集し、病態生理を理解する症候学的分析も重要である。 「症状の正しい観

位置づけ
察」こそが臨床理学療法の第一歩であり、観察を通じた患者の理解こそが内部障害理学療法の最大の醍醐
味でもある。
本授業では、循環代謝障「害に対する理デ学ィ療法について、病態の理解「、評価、理学療法等を解説する。
授業方法は、 「講義」 ケーススタ ィJ rディスカッション」 グループ発表Jで構成される。
循環器系の解剖と生理の概要を理解しておくこと。

1.各疾患の病態を説明し、評種価類、理学療法、リスク管理、患者教育ができる。
到達目標 2 心電図をみて、不整脈の とリスク管理を説明できる。

3 適切な運動強度を接敵できる。

授業形態 講義・演習 対面授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 心リハの概要 目的、効果、対象疾患、循環器系の解剖と生理

2回 起立性低血圧 発症機序と対応・予防

3回 虚血性，心疾患① 心不全のメカニズムと症状・リスク管理

4回 虚血性IU疾患② 心疾患の理学療法

5回 不整脈と心電図① 心電図の基本事項、刺激伝導系

6回 不整脈と心電図② 正常洞調律の波形の理解

7回 不整脈と心電図③ 心房細動、心房粗動、期外収縮

8回 不整脈と心電図④ 重症不整脈、プロック波形

9回 不整脈と心電図⑤ 虚血と梗塞

10回 代謝疾患① 評価、低血糖のリスク管理等

II回 代謝疾患② 糖尿病の病態と合併症

12回 代謝疾患③ 運動療法

13回 代謝疾患④ 食事療法

14回 代謝疾患⑤ 薬物療法

15回 代謝疾患⑥ 療養指導

成績評価
筆記試験90%
小テスト10%

受講上のjレール・留意点| 授業中の説明を良く聞き、理解を深める
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課題やレポートに関するフィードパック

書名 著書名

教科書

出版社名

参考書

オフィスアワー
メ Jレでの連絡は随時
s-takase@nichireha.acjp 



理学療法学科 昼間部

科 目 理学療法技術論 I 単位時間数 l単位・ 30時間

担当講師 橋本悠太 学年 2年生・桂期

資格 実務経験医蝦機関 ¥2年

実績経験
「理学療臨法床士でとして践述例動器・盟講形外義科疾行患うに対して行ってきた実萌経験を

理学療法士 活かし の講 を踏まえ を J 

関き節系の学治控時は週動器 堕J!外科疾患に解限らず、全ての分野の理学療法で重要な治は臨療席手技として扱われて

位授置業づのけ
た.理 法士として関節の構造を理 し、治療手技として応用していくことは で必要不可欠であ

る。
この授業では講藷限式で進めていくが、実技も交えながら臨床現場で世立つ実践的な内容を多〈古んだ授
車となる

到達目標 関基節系的に対造する拾節療機手能技異について、
本械や関 常など基礎学習と評価、手技の習得を学ぷ.

授業形態 「講義・演習」 「対而授業」

授業計図

回数 項目 講義内容

l回 関節揺の治療手技体系 梢造と生理

2回 関節系の基礎解剖と運動生理 上肢、下肢、体感の関節迎車学

3回 関節需の基礎解剖と運動生理 関節の副運動

4回 関節モピライゼーショユ① 関節機能異常の評価と治療手技

5回 関節モピライゼーショユ② 足部足関節のモピライゼーション(基礎)

6回 関節モピライゼーション③ 足部・足関節のモピライゼーション(応用)

7回 関節モピライゼーショ〉② 膝関節のモピライゼーション(基礎)

8回 関節モピライゼーション⑤ 膝関節のモピライゼーション(応用)

日回 関節モヒ.ライゼーショニ⑤ 股関節のモピライゼーション(基礎)

10回 関節モピライゼーション⑦ 股関節のモピライゼーション(応用)

11回 関節モピライゼーショ〉⑧ 脊柱のモピライゼーション(基礎)

12回 関節モピライゼーション⑨ 脊柱のモピライゼーション(応用)

13回 関節モピライゼーショユ⑮ 上肢のモピライゼーション(基礎)

14回 関節モピライゼーション11 上肢のモピライゼーション(応用)

15回 総合演習 まとめ

控諜時間数の3分の 1以上欠席したものには単位を与

えなボい
段授諜業ポ臨度20諸

レ ートは。控1に字回対車実程内し施度て課しとM題、すをレ関るポ実節ー施系しト理川、学紙各療授1法枚業に以につ上おいて臨さ成制苛佃 内課ト題泊施 畳講上のルール・町量点 れたO字テ~ー1マ 、文字数
レー 60% 800"'-¥00 

また毎週 ける理解
直を評価する

』竺
課題やレポートに関するフィードパック

書名 著書名 出臨社名

教科書

参考書

オフィスアワー



理学療法学科 昼 間 部

科 目 理学療法技術論N 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 水口 健一 学 年 2年生 後期

資格

実績経験 現在も施設勤務にて、治療経験を活かした授措を行っていきたい

理学療法士

位授置業づのけ 臨淋セミナーの一環として、臨床的に使われるPNFの手技について実技を中心に理解する

到達目標 運動療法 PNF を理解する

授業形態 講義及び演習

授業計画

回数 項目

1回 PNF (1) 総論

2回 PNF (2) 肩甲帯の基礎パターン

3回 PNF (3) 骨盤帯の基礎パターン

4回 PNF (4) 上肢の基礎パターン

5回 PNF (5) 上肢の基礎パターン

6回 PNF (6) 下肢の基礎パターン

7回 PNF (7) 下肢の基礎パターン

B回 PNF (8) 頚部体幹のパターン

9回 PNF (9) 特殊ァクーツク

10回 PNF (10) 特殊テクニック

11回 PNF (11) マット動作でのPNF

12回 PNF (12) マット動作でのPNF

13回 PNF (13) 歩行訓練と PNF

14回 PNF (14) 歩行訓練とPNF

15回 PNF (15) 呼吸と PNF

成績評価 筆記または実技試験 受講上のルール・留意点

対面

講義内容

授業時間数の3分の lを超えて欠席した者には単位を
与えない

課題やレポートに関するフィードパック

書名 著書名 出版社名

教科書 PNFハンドブック柳津健他訳丸善U:i販(株)

参考書 PNFコンセプト監訳市川繁之ガイアブックス

オフィスアワー



理学療法学科 昼間部

科 目 臨床見学実習 E 単位・時間数 l単位・ 45時間

担当講師 理学療法学科教員 学年 2年生後期

資格

実績経験 総合病院(急性用・回復期)・クリニック，老健施設特養訪問ディサーピ
理学療法士 ス・保健所・教育機l瑚に提事していま寸.

臨d才床見見に医ど学学学理の実学よ実・検習時習う査な出EEで土理で法学ははのを下学暗主法でんにl年考士医で止時理えを目方融学目前指や控関期治す法、科介師土の目か謹法のでな措福目学標祉置ど習施でををし実立設のたや習控てリ割過するノ、ピリテーショ ンの控割.理学班法士の仕事内容、 について
位授置業づのけ 卦基礎際 や3所る年介.仕式事謹に内つ訪容な問をげ見リるハ学.なすることにより、自身の将来像を思い描

き、
臨床見学習Eで どの見学実習となる.

臨床現場では、 実習実容生と践でが、す求医あ療めるっても礼節や態度、 。挨、前t普里や身だしなみ等1:気を付け、 社接出会遇る人として習常行識励を行のにある
行動・態度で臨むこ られる.そのため 期段をから医療人として相応しい ・態度 気を
付け普 生活から ことが求められる の授業から臨床見学実習に ための学 い、

自j遠目標 理学療段法床説士現由・の業務内 者桂働今割後とくしての考え方など 檀習したうえで実習に臨むこと.
1 臨 場の理学療法土の 、具体的な仕事内容を説明理確療解で法に士きししる。2 病 誕・福祉現場で 専門職としての心構えを 、説明できる。
3 この見 から何を得て、 何に取り組むべきかを明 、説明できる。
4 患者・介学利用者とのコミュニケーションを逝じて、理学 に求められるものを学』む

授業形態 実習

授業剖画。実習前・臨床実習 実習後の学習上の注意点

2実③習2 コ前
習の実施方法を確認し、効果的な実習 施できるように部備する。
授業の教科書や講 料のポイントを 前に整理し、確認すること。
ミュニケーション義技資能、実技練習を入実念を実習に実施し、実習に備えること。

①見い学臨く。実床現習場では理学療法分野だけでなく、多臓癌辿携を't;~に思い浮かべて、広範閣の知識と技術を体系的に学んで
~臨床現場では積極的に様々なことを体験、見学するように努める乙と。
③習得した知識は毎日書類(ポートフォリオ)として記録すること。

実市習市後田後発表では、実習中に学んだ点在務理し、発表すること。

遺言最後は成果物を書類にまとめ、提出すること.

占川書留レーレの上講呈
表
す

発
断

後
刊

習
に

実
的、A

ロ

棚
団

地
と

習
も
。

実
を
る

臨床実習池での遅刻 早退・欠席は認めない.
実習指導者に封し報告連結相談は必ず行う，
感染対買に対し、施設の姐lllJに準じて行動する.

課題やレポートに関するフィードパック

実習地での課題やレポートのフィードパックは実習地で実施する.
実習終了後、担当組員からもフィードパックを実施する。

書名 著書名 出版社名

教科書 なし 学校配布資料

参考古

オフィスアワー 実習担当者・担任と連時を取る


